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題字　山田方谷自筆書状より

●主な内容 ～ひと・まち・自然にやさしい高梁～C o n t e n t s

●新庁舎本体建設工事が始まります……………⑧
●市政アドバイザー会議…………………………⑨
●「人・農地プラン」で農地を守ろう ほか……⑩
●「高梁歴史いろは塾」を開催します ほか……⑪

特集　いつまでもこの高梁で
　　　　 自分らしい生活を…②～⑦

 Vol.110

みんなで守ろう自分の町を
　１１月９日、秋の全国火災予防運動に伴う啓発イベント（市消防本部主催）がイズミゆめタウン高梁で開催され、
落合保育園幼年消防クラブ員による鼓隊演奏が行われました。園児たちは鼓隊演奏のほか、来場する皆さんに

「火事には気をつけましょう」と笑顔で防火チラシを配布するなど火災予防運動のお手伝いをしてくれました。

1１月
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い
つ
ま
で
も

こ
の
高
梁
で

自
分
ら
し
い
生
活
を

　
人
は
誰
で
も
年
を
と
り
、
や
が
て
老
い

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
が
生
ま

れ
た
時
か
ら
背
負
っ
た
運
命
で
あ
り
、
ど

う
し
て
も
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

　
高
齢
化
は
急
速
に
進
み
、
自
分
が
健
康

で
も
、
親
族
や
近
所
の
人
な
ど
が
高
齢
問

題
を
抱
え
る
ケ
ー
ス
も
増
え
、
も
は
や
人

ご
と
で
は
な
い
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
住
み
慣
れ
た
高
梁
で
、
い
つ
ま
で

も
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
笑
顔

と
一
緒
に
歳
を
重
ね
ま
し
ょ
う
。
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進
む
高
齢
化
と
現
状

　

平
均
寿
命
の
大
幅
な
伸
び
や
少
子
化
な
ど
を
背

景
に
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
て
い
ま
す
。
今

年
の
６
月
に
内
閣
府
が
発
表
し
た
「
高
齢
社
会
白

書
」
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
高
齢
化
率
（
65
歳
以
上

人
口
割
合
）
は
過
去
最
高
の
24
・
１
％
。
平
成
27

年
に
は
４
人
に
１
人
（
26
・
８
％
）、
平
成
47
年

に
は
３
人
に
１
人
（
33
・
４
％
）
が
高
齢
者
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
梁
市
で
は
、
す
で
に
平
成
25
年
の
高
齢
化
率

が
36
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
増
加
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の

高
齢
社
会
に
つ
い
て
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
自
分

の
問
題
と
し
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、「
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が

お
手
伝
い
し
ま
す

　

高
齢
者
等
の
問
題
は
、
地
域
全
体
で
支
え
合
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
こ
の
住
み
慣
れ
た

高
梁
で
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、
関
連
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
介
護
予
防

の
支
援
を
は
じ
め
、
介
護
や
保
健
・
医
療
・
福
祉

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
総
合
的
に
支
援
を
行
う

た
め
、「
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
保
険
課
内
）　
☎
�
０
３
０
０

介護予防の相談、サービスの利用調整1
　健康診断などで介護予防が必要であると判断された人や、介護保
険の認定申請で「要支援１・２」に認定された人が「介護予防サー
ビス」を受けるための「介護予防ケアプラン」を作成しています。
　また、健康な高齢者の皆さんには、介護予防につながる活動や講
座などの情報を提供しています。

自立して生活できるようお手伝いします

市地域包括支援センターが、
高齢者の皆さん、その家族の皆さんを総合的に支援します。

皆さんの権利を守る
お手伝いをします

　高齢者の皆さんが安心して
暮らせるよう、さまざまな権
利を守ります。高齢者虐待の
早期発見と防止に努め、他の
機関と連携して高齢者の皆さ
んの人権を守ります。また、
認知症などで判断力が十分で
ない人を擁護する「成年後見
制度」について、制度の普及
や利用の手続きなどの支援を
行っています。

3
高齢者の権利擁護、
虐待の早期発見・防止 包括的、継続的マネジメント

　高齢者への直接的な支援だ
けでなく、暮らしやすい地
域をつくるため、地域ボラン
ティア活動の支援や、医療機
関、ケアマネジャー、介護保
険事業所などの関連機関との
連携を進め、地域のつながり
を強めています。

4 その他多方面から
皆さんを支えます

保健・医療・福祉全般
に関する相談

　高齢者やその家族の皆さん
が抱える悩みや心配事などの
相談を受け付けています。健
康の不安や介護の相談、どこ
へ相談してよいか分からない
保健や医療、福祉に関するこ
とは、何でもお気軽にご相談
ください。

2 幅広く高齢者を支援します
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そ
ん
な
時
は
、

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
総
合
相
談
窓
口
」
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
、

悩
み
や
心
配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・
ひ
と
り
暮
ら
し
が
不
安
…

・
寝
た
き
り
に
な
り
た
く
な
い
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

・
も
し
か
し
て
虐
待
で
は
？

・
お
金
の
管
理
や
契
約
に
不
安
が
あ
る
…

・
介
護
保
険
や
医
療
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
…

・
最
近
、
物
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
き
て
心
配
…

・
退
院
し
た
ば
か
り
で
、
今
後
の
生
活
に
不
安
が
あ
る
…

〇総合相談窓口
（市直営）
高梁市全域 市地域包括支援センター【保険課内】（松原通 2043） ☎�０３００
成羽地域 成羽ステーション【成羽地域局内】（成羽町下原 1068-1） ☎�３２１３
川上地域 川上ステーション【川上訪問看護ステーション内】（川上町地頭 2340） ☎�４１８４
備中地域 備中ステーション【備中地域局内】（備中町布賀 29-2） ☎�９９１１
（事業所委託）

高
梁
地
域

奥万田町、和田町、向町、寺町、荒神町、
甲賀町、八幡町、柿木町、大工町、間之町、
鍜冶町、下町、南町、中間町、鉄砲町、弓
之町、松原通、東町、栄町、正宗町、浜町、
津川町、中井町、落合町近似

ゆうゆう村在宅介護支援センター
（東町 1866-3） ☎�６３０８

内山下、川端町、本町、新町、小高下町、
御前町、石火矢町、中之町、伊賀町、頼久
寺町、片原町、川面町、巨瀬町、高倉町、
落合町阿部

白和荘在宅介護支援センター
（高倉町大瀬八長 2663-1） ☎�５５２９

旭町、中原町、上谷町、下谷町、松山、原
田北町、原田南町、段町、横町、玉川町、
宇治町、松原町、落合町福地、落合町原田

在宅介護支援センターグリーンヒル順正
（松原町神原 2281-8） ☎�１２３０

有漢地域 有漢在宅介護支援センター
（有漢町有漢 7945-18） ☎�９９２２

　
こ
れ
ま
で
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
が
あ
っ
た
と
き
、
ど
こ
に
相

談
に
行
っ
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
ず
、
相
談
す
る
こ
と
を
あ
き
ら
め

て
し
ま
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
介
護
に
つ
い
て
の
相
談
や
悩

み
以
外
に
も
、
健
康
福
祉
、
医
療
や
生
活
に
つ
い
て
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
を
専
門
の
職
員
（
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社
会
福

祉
士
、
保
健
師
等
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
専
門
家
や
専
門
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
地
域
で
暮
ら
す
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

総合相談
支援
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在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業

　

市
は
、
在
宅
で
の
医
療
と
介
護
の
連
携
を
図
る
た
め
、

医
師
、
介
護
職
員
、
介
護
支
援
専
門
員
等
の
多
職
種
協

働
に
よ
る
在
宅
医
療
連
携
支
援
体
制
の
構
築
を
目
指
し
、

次
の
５
つ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
在
宅
医
療
の
推
進
お
よ
び
多
職
種
連
携
の
課
題
に
対

す
る
解
決
策
の
検
討

　
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
を
構
築
す
る
た
め
、
地
域
の
医

療
福
祉
従
事
者
が
一
堂
に
会
す
る
場
の
設
定
等
に
よ
り
、

在
宅
医
療
に
お
け
る
課
題
や
そ
の
対
応
策
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
ま
す
。

②
効
率
的
な
医
療
提
供
の
た
め
の
多
職
種
連
携

　

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
在

宅
医
療
に
関
わ
る
人
の
つ
な
が
り
を
構
築
し
ま
す
。

③
在
宅
医
療
に
関
す
る
地
域
住
民
へ
の
普
及
啓
発

　

在
宅
医
療
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
広
報

紙
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
情
報
配
信
を
行
い
ま
す
。

④
在
宅
医
療
に
従
事
す
る
人
材
育
成

　

在
宅
医
療
関
係
者
の
研
修
会
の
開
催
等
を
行
い
ま
す
。

⑤
効
率
的
で
質
の
高
い
24
時
間
対
応

　

在
宅
医
療
関
係
者
が
、
情
報
共
有
し
や
す
い
仕
組
み

づ
く
り
の
検
討
等
を
行
い
ま
す
。

■問
保
険
課
連
携
推
進
係　

☎
�
０
３
０
４

「住み慣れた我が家でずっと暮らしたい」
そんな皆さんの気持ちに寄り添うため
環境を整備しています

包括的・継続的ケアマネジメント支援

権利擁護
自分らしい生活を継続するために
高齢者のさまざまな権利を守ります
　市地域包括支援センターは、高齢者の尊厳が尊重され、安心して
暮らせるまちを目指して、高齢者の権利擁護についてさまざまな相
談を受けています。
　高齢化が進む中、高齢者の権利擁護は大きな課題となっています。
認知症や物忘れ、障がい等によって日常的に金銭管理や重要な財産
管理が困難になった人などが、安心して生活を送るための権利擁護
制度の活用や、近年社会問題となっている高齢者虐待を未然に防ぐ
取り組みを行っています。高齢者のさまざまな権利を守るためにも、
地域全体で見守り、支えていくことがとても大切です。

　市地域包括支援センターは、高齢者の皆さんへの直接の支援
だけでなく、暮らしやすい地域にするため、医療・福祉・保健
などさまざまな関係機関とのネットワークづくりや地域のケア
マネジャーが円滑に活動が行える支援などを行い、地域のみん
なで高齢者を支える取り組みを行っています。
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ち
ょ
っ
と
し
た
不
調
か
ら
、
支
援
や
介

護
が
必
要
な
状
態
に
つ
な
が
り
ま
す

　
最
近
は
、
元
気
で
活
動
的
な
高
齢
者
も
多
く

「
介
護
や
支
援
の
話
な
ど
、
自
分
に
は
ま
だ
関

係
な
い
！
」
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
が
、

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
介
護
が
必
要
と
な
る
人

だ
け
で
な
く
、
家
事
や
身
の
周
り
の
支
度
な
ど

を
自
分
だ
け
で
行
う
の
が
難
し
く
な
り
、
日
常

生
活
の
中
で
少
し
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
高
齢
に
な
る
と
か
ら
だ
の
機
能
は
少
し
ず
つ

変
化
し
て
い
き
ま
す
。
少
し
歩
き
づ
ら
い
、
疲

れ
や
す
い
な
ど
と
感
じ
た
と
き
、
年
の
せ
い
だ

か
ら
と
あ
き
ら
め
て
、
日
頃
行
っ
て
い
た
活
動

や
外
出
を
し
な
く
な
る
と
、
活
動
が
低
下
し
筋

力
が
衰
え
た
り
関
節
が
固
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。
ま
た
、
食
欲
が
減
り
栄
養
不
足
に
な
っ
て

し
ま
い
、
体
力
が
落
ち
、
気
力
や
意
欲
も
わ

か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

さ
ら
に
体
を
動
か
し
づ
ら
く
な
り
、
活
動
が

低
下
す
る
こ
と
で
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
調
か
ら
支
援
や
介
護
が
必
要

な
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

介護予防ケアマネジメント
介護予防でいつまでも自分らしい生活を

　年をとると体の機能などが低下してくるのは仕方ないと思っていませんか？
人生 80年といわれる今日、いくつになっても生きがいをもち自分らしく過ごすためには、

心とからだもできるだけ長く健康を保ち続けることが大切です。

介
護
予
防
は
、
社
会
参
加
や
生
き
が
い

づ
く
り

　
介
護
予
防
は
、「
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
に
で
き
る
限
り
防
ぐ
（
遅
ら
せ
る
）
こ
と
、

そ
し
て
要
介
護
状
態
で
も
そ
の
悪
化
を
で
き
る

限
り
防
ぎ
軽
減
を
目
指
す
こ
と
」
と
定
義
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
単
に
介
護
が
必
要
な
状
態
に

な
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
行
う
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
い
生
活
を
維
持
で

き
る
よ
う
に
、
高
齢
者
が
自
ら
、
日
ご
ろ
か
ら

積
極
的
に
外
出
し
て
地
域
の
活
動
に
参
加
し
た

り
、
地
域
の
人
と
交
流
し
た
り
す
る
な
ど
、
生

き
が
い
や
や
り
が
い
を
見
つ
け
自
己
実
現
を
果

た
す
こ
と
で
、
生
涯
を
通
じ
て
「
介
護
予
防
」

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
な
こ
と
で
す
。

　
市
は
、
早
く
か
ら
心
や
か
ら
だ
の
機
能
が
低

下
し
て
動
き
づ
ら
く
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た

め
、
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
「
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
を
配
布
し
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
、

自
主
活
動
の
支
援
や
健
康
を
維
持
す
る
介
護
予

防
事
業
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
サ
ロ
ン
な
ど
の
高
齢
者
が
誰
で
も
参

加
で
き
る
場
や
機
会
を
増
や
し
、
高
齢
者
の
介

護
予
防
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
「
し
た
い
こ
と
」「
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
こ
と
」
を
大
切
に

　「
こ
う
い
う
生
活
を
し
て
い
き
た
い
」「
こ
ん

な
夢
を
実
現
さ
せ
た
い
」
と
い
う
、
一
人
一
人

の
生
活
・
人
生
、
自
己
実
現
を
支
援
す
る
の
が

介
護
予
防
の
目
的
で
す
。
何
よ
り
あ
な
た
の
意

思
、
意
欲
が
尊
重
さ
れ
ま
す
。
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チェック結果（該当している項目 □ にチェックしてみましょう）
　□ ➊ No.6 ～ 10 の得点が３点以上の場合…………運動機能の低下に注意が必要です。
　□ ➋ No.11 ～ 12 の得点が２点の場合 ……………低栄養状態に注意が必要です。
　□ ➌ No.13 ～ 15 の得点が２点以上の場合 ………口腔機能などの低下に注意が必要です。
　□ ➍ No.1 ～ 20 の得点が 10 点以上の場合………全般的な生活機能の低下に注意が必要です。
　□ ➎ ➊～➍に該当しない場合、あなたの生活機能は現在のところ特に心配はないようです。

　基本チェックリストは、自分の心やからだの状態を自分で把握するためにも大切なものです。自分の状態を時々
確認して、変化が見られたり心配なことが見つかったら市地域包括支援センターにご相談ください。

いつまでも健康でいるために
基本チェックリストで自分の心身の状態をチェックしてみましょう！

①～④のいずれかに該当する人や、⑤に該当したけれど少しでも気になる点がある人は、市地域包括支
援センターまたは、お近くの総合相談窓口（４ページ参照）へご相談ください。

No 基本チェックリスト 回答欄
いずれかに〇 得点

１ バスや電車で１人で外出していますか 0：はい 1：いいえ

点

２ 日用品の買物をしていますか 0：はい 1：いいえ
３ 預貯金の出し入れをしていますか 0：はい 1：いいえ
４ 友人の家を訪ねていますか 0：はい 1：いいえ
５ 家族や友人の相談にのっていますか 0：はい 1：いいえ
６ 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 0：はい 1：いいえ

点

７ 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか 0：はい 1：いいえ
８ １５分位続けて歩いていますか 0：はい 1：いいえ
９ この１年間に転んだことがありますか 1：はい 0：いいえ
10 転倒に対する不安は大きいですか 1：はい 0：いいえ
11 ６カ月間で２～３kg 以上の体重減少がありましたか 1：はい 0：いいえ

点12 ＢＭＩが１８．５未満である
あなたのＢＭＩ＝体重（　　）kg ÷身長（　　）m ÷身長（　　）m 1：はい 0：いいえ

13 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 1：はい 0：いいえ

点

14 お茶や汁物等でむせることがありますか 1：はい 0：いいえ
15 口の渇きが気になりますか 1：はい 0：いいえ
16 週に１回以上は外出していますか 0：はい 1：いいえ

点17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか 1：はい 0：いいえ
18 周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われますか 1：はい 0：いいえ

点

19 自分で電話番号を調べて電話をかけることをしていますか 0：はい 1：いいえ
20 今日が何月何日かわからない時がありますか 1：はい 0：いいえ

Ｎｏ . １ ～ Ｎｏ . ２０ の合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 点
21（ここ２週間）毎日の生活に充実感がない 1：はい 0：いいえ

点

22（ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった 1：はい 0：いいえ
23（ここ２週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる 1：はい 0：いいえ
24（ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない 1：はい 0：いいえ
25（ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする 1：はい 0：いいえ
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新庁舎本体建設工事が始まります
　市は、平成 27年 11月の完成を目指して新庁舎建設事業を進めています。
９月から元市民会館と木造倉庫の解体工事に着手し、11月末までに解体と仮設駐車場整備が完了す
る予定です。
　水道本管工事や電柱移転工事を行い、12月９日㈪から本体建築工事に着手する予定にしています。
　工事期間中は、何かとご不便ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

■問い合わせ　秘書政策課企画調整係　☎�０２０８

解
体
さ
れ
更
地
と
な
っ
た
、

元
市
民
会
館
跡
地
。
11
月
中

に
工
事
が
終
わ
り
、
仮
設
の

駐
車
場
に
な
り
ま
す

▼

既存庁舎

仮設駐車場

※出入り口付近の混雑解消のため、
左折での出入りをお願いします。

車両出入り口

工事のため、駐車場の位置が仮設駐車場に変更となり、
庁舎前の道路は通行止めになります

正宗公園 ≪工事範囲≫
新庁舎建築場所

※立ち入り、通行できません

仮設駐輪場
通
行
止
め

歩行者専用出入り口

歩行者
車　両

◆本体建築工事施工業者
　・建 築 工 事…中村建設㈱・㈲三宅工務店・木口建設㈱

特定建設工事共同企業体
　・電気設備工事…中村建設㈱
　・機械設備工事…㈱中電工高梁営業所
◆工事期間
　・12月９日㈪から平成 27年３月 31日㈫まで（予定）

新
庁
舎
建
設
工
事
か
ら

暴
力
団
等
の
排
除
を

　

10
月
１
日
、
市
役
所
で
高
梁
市

新
庁
舎
建
設
工
事
暴
力
団
等
排
除

協
議
会
発
足
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
建
設
工
事
の
健
全
性
、

公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
岡
山

県
警
察
本
部
、
高
梁
警
察
署
な
ど

関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
、
市

と
企
業
が
一
致
団
結
し
て
、
暴
力

団
等
反
社
会
的
団
体
に
よ
る
各
種

不
当
要
求
を
排
除
す
る
た
め
に
結

成
。
会
長
に
中
村
浩
巳
・
中
村
建

設
代
表
取
締
役
、
副
会
長
に
沖
田

二
津
夫
・
中
電
工
高
梁
営
業
所
長

を
選
び
、
新
庁
舎
建
設
工
事
か
ら

暴
力
団
等
を
排
除
す
る
決
意
を
全

会
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。

　

発
足
式
終
了
後
、
暴
力
団
等
の

不
当
要
求
へ
の
対
応
研
修
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

決意を表明する、同協議会会長の中村
浩巳・中村建設代表取締役（中央）

表玄関（出入り口）

一方通行

別館本館

※仮設駐車場に駐車し、既存
庁舎本館の表玄関から出入
りしてください。

歩行者専用出入り口

※�12月６日㈮午後10時から、駐車場の
位置が仮設駐車場になります。
※�12月９日㈪午前８時から、庁舎前の
道路は通行止めになります。
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市
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
敬
称
略
、
50
音
順
）

赤あ
か 

木ぎ 　

 

攻
お
さ
む（
大
阪
外
国
語
大
学
名
誉
教
授
）

赤あ
か 

木ぎ 

恭
き
ょ
う 

平へ
い

（
公
益
財
団
法
人
全
日
本
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
名
誉
会
長
）

伊い 

藤と
う 

謙け
ん 

介す
け

（
京
セ
ラ
株
式
会
社
顧
問
）

大お
お 

橋は
し 

洋よ
う 

治じ

（
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
取
締
役
会
長
）

小お 

野の 

元も
と 

之ゆ
き

（
学
校
法
人
城
西
大
学
理
事
・
大
学
院
セ
ン
タ
ー
所
長
、

　
　
　
　
　
　

元
文
部
科
学
事
務
次
官
）

小こ 

池い
け 

明あ
き 

夫お

（
北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
）

島し
ま 

谷た
に 

弘ひ
ろ 

幸ゆ
き

（
東
京
国
立
博
物
館
副
館
長
）

立た
ち 

木き 

正ま
さ 

夫お

（
世
界
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
理
事
、

　
　
　
　
　
　

元
サ
ン
ト
リ
ー
株
式
会
社
専
務
取
締
役
）

野の 

本も
と 

真し
ん 

也や

（
元
・
学
校
法
人
同
志
社
理
事
長
）

橋は
し 

本も
と 　

 

徹
と
お
る（

株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
代
表
取
締
役
社
長
）

平ひ
ら 

松ま
つ 

利と
し 

昭あ
き

（
洋
画
家
）

平ひ
ら 

松ま
つ 

政ま
さ 

次じ

（
野
球
解
説
者
）

深ふ
か 

井い 

晃あ
き 

子こ

（
京
都
服
飾
文
化
研
究
財
団
理
事
、
服
飾
研
究
家
）

山や
ま 

田だ 

安や
す 

之ゆ
き

（
学
校
法
人
二
松
学
舎
名
誉
舎
友
）

主
な
意
見
を

紹
介
し
ま
す

　
　

●
…
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　

▼
…
市
長　

●
観
光
資
源
が
多
く
あ
る
の
で
、

観
光
客
の
動
向
を
細
か
く
分
析
し

て
、
そ
の
結
果
か
ら
対
応
策
を
講

じ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
ま

す
。
高
梁
に
引
き
留
め
る
方
法
を

み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

▼
観
光
と
ス
ポ
ー
ツ
交
流
で
、
年

間
60
万
人
の
人
が
来
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
１
０
０
万
人
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
備
中
松
山
城
な

ど
の
入
場
者
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

観
光
客
が
宿
泊
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
滞
在
時
間
も
少
な
い
こ
と

も
分
か
っ
て
い
ま
す
。
高
梁
市
だ

け
で
な
く
、
近
隣
の
市
と
協
力
し

て
観
光
ル
ー
ト
を
設
定
す
る
こ
と

も
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
以
前
友
人
を
連
れ
て
高
梁
に
行

っ
た
が
、
ア
ユ
料
理
が
食
べ
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
観
光
旅
行
の
魅

力
の
一
つ
は
、
食
べ
る
こ
と
。
ま

た
食
べ
に
行
き
た
い
と
思
わ
せ
る
。

観
光
地
だ
け
で
は
お
客
さ
ん
は
増

え
ま
せ
ん
。

▼
ア
ユ
だ
け
で
な
く
、
モ
ク
ズ
ガ
ニ

も
あ
る
。
き
れ
い
な
川
が
あ
る
の
に

利
用
し
な
い
手
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
ア
ユ
料
理
が
食
べ
ら
れ
る
店
が

で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
初
め
て
吹
屋
に
行
っ
て
、
旧
吹

屋
小
学
校
舎
や
ベ
ン
ガ
ラ
灯
り
を

見
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

た
だ
交
通
の
便
が
悪
い
。
観
光
客

を
増
や
す
重
点
的
な
戦
略
が
必
要

で
す
。

▼
市
が
保
有
す
る
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ

ス
を
一
定
の
条
件
の
も
と
、
無
料

で
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、観
光
タ
ク
シ
ー
に
助
成
を
し

て
、
足
を
運
び
や
す
く
し
て
い
ま

す
。
修
学
旅
行
の
誘
致
も
考
え
て

い
ま
す
。
山
田
方
谷
先
生
の
ゆ
か

り
の
地
を
巡
る
ツ
ア
ー
も
面
白
い

と
思
い
ま
す
。

市長と語ろう会
気軽に市長と意見交換しませんか
　　「市長と語ろう会」は、市長が皆さんのと
ころへ出向き懇談することによって、市民
と行政の相互理解を一層深め、市民参加の
まちづくりを積極的に進めることを目的と
しています。
①�対象は、10 ～ 20 人程度の少人数グループ
（中学生以上）。特定の政党や宗教または、
営利を目的とした団体等は除きます。 

②�テーマ・内容は自由ですが、事前に連絡願
います。 

③�開催時間は、平日の午前９時から午後９
時までで、１時間半程度とします。

④�会場の手配や当日の進行、参加者への通
知は申し込み者で行ってください。

※�この会は、行政に対する苦情等を受ける
場ではありませんのでご理解ください。 
■問い合わせ・申し込み
　秘書政策課公聴広報係　☎�０２１０

観光振興について提言

市政アドバイザーとの懇談会
　11月７日に東京都内で開催した懇談会には、８人の市政ア
ドバイザーが出席。市長が市の近況を報告し、観光振興につ
いて意見交換を行いました。
　■問い合わせ　秘書政策課公聴広報係　☎�０２１０

市政アドバイザーとは？
　本市にゆかりがあり、各
界で活躍している人にお願
いして、アドバイス（助言・
提言） してもらい、まちづく
りに生かしています。

情報ボックス
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農業の将来を地域で考える

「人・農地プラン」で農地を守ろう
　農地が抱えている問題を解決するために、地域の中心となる担い手や新規
就農者の確保、農地の出し手等を地域の皆さん自身で話し合っていただき、
「人・農地プラン」を作成しましょう。
　このプランに位置づけられると次のような支援を受けることができます。

青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始
型
）

　
青
年
の
就
農
意
欲
の
喚
起
と
就

農
後
の
定
着
を
図
る
た
め
、
経
営

が
不
安
定
な
就
農
直
後
の
所
得
を

支
え
る
給
付
金
（
年
間
１
５
０
万

円
）を
最
長
５
年
間
交
付
し
ま
す
。

※
原
則
45
歳
未
満
で
独
立
・
自
営

就
農
す
る
人
が
対
象
で
す
。
交
付

を
受
け
る
に
は
所
得
制
限
等
の
要

件
が
あ
り
ま
す
。

農
地
集
積
協
力
金
（
経
営
転
換
協

力
金
・
分
散
錯
圃
解
消
協
力
金
）

　
米
・
麦
・
大
豆
等
を
生
産
す
る

土
地
利
用
型
農
業
か
ら
の
経
営
転

換
や
農
業
を
や
め
る
こ
と
に
伴
い

所
有
農
地
等
を
地
域
の
中
心
と
な

る
担
い
手
に
貸
し
付
け
る
人
に
対

し
て
協
力
金(

農
地
の
規
模
に
よ

り
一
戸
当
た
り
30
万
円
～
70
万

円
、
ま
た
は
10
㌃
当
た
り
５
０
０

０
円)

を
交
付
し
ま
す
。

※
遊
休
農
地
の
保
有
者
等
は
、
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
交
付
を
受
け
る
に
は
、
農
地

利
用
集
積
円
滑
化
団
体
等
へ
10
年

以
上
の
期
間
、
農
地
の
貸
付
相
手

先
を
指
定
し
な
い
委
任
等
を
行
う

こ
と
等
が
必
要
で
す
。

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
当
初
５
年
間

無
利
子
化

　
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
認

定
農
業
者
が
借
り
入
れ
る
ス
ー

パ
ー
Ｌ
資
金
に
つ
い
て
、
貸
付
当

初
５
年
間
の
金
利
負
担
を
軽
減
し

ま
す
。

　■問い合わせ・申し込み　農林課農業振興係　☎�０２２３

　
次
の
支
援
は
、
プ
ラ
ン
へ
の
位

置
付
け
に
関
係
な
く
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

青
年
就
農
給
付
金
（
準
備
型
）

　
青
年
の
就
農
意
欲
を
喚
起
す
る

た
め
、
就
農
前
の
研
修
期
間
の
所

得
を
支
え
る
給
付
金(

年
間
１
５

０
万
円)

を
最
長
２
年
間
交
付
し

ま
す
。

※
岡
山
県
が
実
施
す
る
農
業
体
験

研
修
を
終
了
し
た「
認
定
就
農
者
」

（
原
則
45
歳
未
満
で
独
立
・
自
営

就
農
す
る
人
）
が
対
象
で
、
岡
山

県
の
認
定
審
査
が
あ
り
ま
す
。

※
研
修
終
了
後
、
１
年
以
内
に
就

農
し
な
か
っ
た
場
合
や
要
件
に
合

わ
な
く
な
っ
た
時
は
返
還
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
45
歳
以
上
55
歳
未
満
で
独
立
・

自
営
就
農
を
目
指
す
人
に
は
、
別

に
岡
山
県
の
農
業
実
務
研
修
制
度

が
あ
り
ま
す
。

※ 

諸
要
件
が
あ
る
た
め
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■11月、12月は「耕作放棄地解消強化月間」です
　近年、農業の担い手の減少や高齢化によって、耕作放棄地が増えて農地が十分に活用されていない状況となっ
ています。そこで、11月、12月の「耕作放棄地解消強化月間」に、“地域ぐるみで”農地を守る日”を設けて、
耕作放棄地を発生させない取り組みを実践しましょう。
◆農地を考える日　地域で農作業の作付け状況、不作付け地、農道・水路の状況について話し合いましょう。
◆一斉耕うんの日　土づくり・雑草防除・景観保全のために地域ぐるみで一斉に「耕うん」をしましょう。
◆一斉草刈りの日　耕作放棄地やイノシシの隠れ場となる山際の「草刈り」にみんなで取り組みましょう。
■問い合わせ　農林課農業振興係　☎�０２２３

■新規就農団地造成事業のお知らせ
　市は、主に新規就農者に地域へ定住・就農していただき、もって地域（農業）振興を図るため、耕作放棄地等
を有効活用した農地造成を実施していきます。
　候補地域の選定については、「地域単位での公募形式」とし、手を挙げていただいた地域から協議を進めます。
新規就農者受け入れ態勢が整っている、または整いつつある地域であること（組織づくりと「人・農地プラン」作成）
が必要です。また、造成する耕作放棄地等については、２㌶以上の団地となること等の要件があります。
　現在の「人・農地プラン」　作成済み…宇治町、川上町高山折谷集落、備中町平川地区
　　　　　　　　　　　　　作 成 中…備中町西山地区、備中町湯野地区、有漢町、松原町
■問い合わせ　農林課農業振興係　☎�０２２３
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■「高梁歴史いろは塾」を開催します

■問い合わせ・申し込み　まちづくり課歴史まちづくり係　☎�０２５７、社会教育課文化係　☎�１５１６

第４回目のテーマ　「城下町散策絵図で町を歩こう！」
　城下町の神社・寺院や近代化遺産、歴史的な建築物の魅力や由来などの詳しい解説
が受けられる貴重な機会です。（歩きやすい服装でご参加ください）
◆日 時　１２月７日㈯　午前９時３０分～正午
◆集合場所　市役所前（松原通２０４３）　※駐車場有
◆申込期限　１１月２９日㈮まで
◆講 師　市文化財保護審議会　委員　松前俊洋さん

　市の歴史や伝統を分かりやすく学ぶため、講師を招き講話を聴くほか、実演や町歩きなどを行う「高梁歴史い
ろは塾」を毎月１回開催していますので、ぜひご参加ください。

参加費無料・定員３０人

募集
職種

採用
人数 受験資格 １次試験の

内容 １次試験日と会場 受験申込の受付期間と手続き

土木技術
職

２人 ・昭和 53 年４月２日以降に
生まれた人で、学校教育法
に基づく４年制大学、短期
大学、高等専門学校、専修
学校（修学年限２年以上の
専門課程に限る）の土木専
門課程を卒業した人、また
は平成 26 年３月31日まで
に卒業見込みの人

教養試験
専門試験
作文
適正検査

< 試験日>
12 月15日㈰
< 試験会場 >
岡山県備中県民局
高梁地域事務所
北棟会議室（２階）

（落合町近似 286-1)

< 受付期間 >
11月28 日㈭までの午前 8 時 30 分から午
後 5 時15 分（土・日曜日を除く）
< 郵送による申込み >
11月26 日㈫の消印までを有効とし、それ
以降のものは受理しません。受験票送付の
ため、あて名を明記し 80 円切手を貼った返
信用封筒を同封してください。
< 受付場所 >
〒716-8501　高梁市松原通 2043
高梁市役所　総務課職員係
< 申込用紙の配布場所 >
市役所総務課、各地域局、各地域市民セン
ター　※市ホームページからダウンロードできます。

看護師 ２人 ・昭和 48 年２月２日以降に
生まれた人で、看護師免許
を有する人

教養試験
作文
適正検査

募集
職種

採用
人数 受験資格 試験日と会場 受験申込の受付期間と手続き

一般廃棄
物処理施
設維持管
理補助業
務従事職
員

１人 ・平成 26 年 4 月1日現在において
60 歳以下で、組合が所有するごみ
焼却処理施設、粗大ごみ処理施設、
リサイクルプラザ、一般廃棄物最
終処分場およびし尿処理施設の５
施設に係る技術管理者の資格を有
し、２年以上廃棄物の処理に関する
技術上の実務に従事した経験を有
する人

< 試験日>
平成 26 年１月28日㈫
・受付   午前 8 時 30 分～ 40 分
・試験   午前 8 時 45 分～
< 試験会場 >
高梁地域事務組合
クリーンセンター会議室

（段町 748)

< 受付期間 >
12 月 20 日㈮までの午前 8 時 30
分から午後 5 時15 分
※土・日曜日を除く
< 受付・申込用紙の配布場所 >
〒716-0047　高梁市段町 748
高梁地域事務組合  事務局

　高梁地域事務組合は、平成 26 年４月１日採用予定の一般廃棄物処理施設の
維持管理業務補助従事職員（非常勤嘱託職員）を次のとおり募集します。
◆業務内容…一般廃棄物処理施設の維持管理に関する技術的な補助業務

　■問い合わせ　高梁地域事務組合　☎�４６５１

■高梁地域事務組合の非常勤嘱託職員を募集します

　市は、次のとおり市職員を募集します。
◆追加募集…土木技術職（平成 26 年４月１日採用予定）
◆随時募集…看護師（平成 26 年２月１日採用予定）

■市職員を募集（追加・随時）します

　■問い合わせ　総務課職員係　☎�０２０５



12広報　　　　　11月号　vol.110

〈旭日双光章〉
元高梁市議会議員

井
いのうえ

上 昭
あき

雄
お

さん（70）
（津川町今津）

　
「
こ
の
受
章
は
地
域
の
皆
さ
ん
や

家
族
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
お
か

げ
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
話
す
井

上
さ
ん
。

　

平
成
２
年
、
地
域
住
民
に
推
さ

れ
て
、
高
梁
市
議
会
議
員
に
当
選
。

５
期
18
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
地

方
自
治
の
確
立
に
尽
力
し
ま
し
た
。

市
議
会
に
お
い
て
副
議
長
、
総
務

委
員
会
委
員
長
な
ど
の
要
職
を
歴

任
。
合
併
後
も
市
議
会
環
境
文
教

委
員
会
委
員
長
を
務
め
、
新
市
の

一
体
感
の
醸
成
に
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。

　
「
中
学
校
の
統
合
や
宇
治
・
松
山

高
校
の
再
編
問
題
で
は
、
生
徒
の

教
育
環
境
を
一
番
に
考
え
て
議
論

し
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

〈旭日双光章〉
元備中町議会議員

植
うえ

田
だ

 薫
しげ

允
みつ

さん（80）
（備中町西山）

　
「
満
80
歳
の
誕
生
日
に
こ
の
よ

う
な
章
を
頂
き
感
無
量
。
皆
さ
ん

の
支
援
の
賜
物
で
す
。
道
路
整
備

は
最
重
要
課
題
と
考
え
、
地
権
者

と
の
交
渉
に
当
た
り
ま
し
た
。
農

業
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い
く
中
、

農
産
物
生
産
組
合
の
統
合
に
も
力

を
注
ぎ
ま
し
た
」
と
植
田
さ
ん
。

　

昭
和
55
年
に
地
域
住
民
か
ら
推

さ
れ
て
、
備
中
町
議
会
議
員
に
当

選
し
て
以
来
、
６
期
24
年
に
わ
た

り
地
方
行
政
に
全
力
で
取
り
組
み

ま
し
た
。
町
議
会
で
議
長
、
総
務

常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど
の
要
職

を
歴
任
し
た
中
で
、
備
中
町
や
す

ら
ぎ
の
里
や
ふ
る
さ
と
農
道
の
整

備
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

の
推
進
に
貢
献
し
ま
し
た
。

秋 の 叙 勲

〈瑞宝双光章〉
元有漢町消防団長

大
おお

月
つき

 孝
たか

之
ゆき

さん（70）
（有漢町有漢）

　
「
長
年
、
消
防
団
員
と
し
て
務
め

ら
れ
た
の
は
、
家
族
を
は
じ
め
、

地
域
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
支
え

て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
平
成
10
年
の
全
国
消

防
操
法
訓
練
大
会
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
で
準
優
勝
し
た
こ
と
は
、

今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
」

と
話
す
大
月
さ
ん
。

　

昭
和
39
年
に
有
漢
町
消
防
団
に

入
団
。
昭
和
54
年
副
分
団
長
、
昭

和
60
年
副
団
長
を
歴
任
し
ま
し
た
。

昭
和
63
年
か
ら
は
、
14
年
半
の
永

き
に
わ
た
り
団
長
を
務
め
、
平
成

15
年
に
退
団
。
団
の
最
高
責
任
者

と
し
て
、
団
員
相
互
の
和
を
大
切

に
し
て
、
育
成
指
導
に
熱
心
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

〈瑞宝単光章〉
元有漢町消防団長

植
うえ

木
き

 哲
てつ

夫
お

さん（65）
（有漢町有漢）

　
「
受
章
は
地
域
の
皆
さ
ん
や
家

族
の
支
援
と
協
力
が
あ
っ
て
の
も

の
。
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。
今

後
も
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
を
目

指
し
て
、
ま
ち
全
体
で
防
火
意
識

の
高
揚
が
図
れ
る
よ
う
、
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
植
木
さ
ん
。

　

昭
和
48
年
に
有
漢
町
消
防
団
に

入
団
し
、
昭
和
63
年
分
団
長
、
平

成
５
年
副
団
長
を
歴
任
。
平
成
15

年
団
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
平
成

16
年
の
新
市
発
足
後
は
、
高
梁
市

消
防
団
副
団
長
と
し
て
、
平
成
20

年
に
退
団
す
る
ま
で
、
団
員
の
先

頭
に
立
ち
、
指
導
者
と
し
て
の
努

力
を
惜
し
ま
ず
職
務
に
当
た
り
ま

し
た
。

功績をたたえて
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●
高
松
宮
賜
杯
全
日
本
軟
式
野
球
大
会

（
10
月
11
日
～
14
日
・
大
分
県
）

■
成
羽
ジ
ョ
ー
カ
ー
ズ 

古ふ
る

米ま
い 

健け
ん

一い
ち

さ
ん

林は
や
し
　

 

祐ゆ
う

輔す
け

さ
ん
岡お
か

川が
わ 

勝か
つ

則の
り

さ
ん

森も
り

本も
と 

修し
ゅ
う

一い
ち

さ
ん

大お
お

内う
ち 

則の
り

之ゆ
き

さ
ん
高た
か

田た 

大だ
い

作さ
く

さ
ん

三み

宅や
け 

光み
つ

則の
り

さ
ん

本ほ
ん

田だ 

公き
み

紀の
り

さ
ん
松ま
つ

岡お
か 

達た
つ

郎ろ
う

さ
ん

古ふ
る

米ま
い 

進し
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん
佃つ
く
だ

　

 

厚あ
つ

志し

さ
ん
中な
か

日ひ

奈な 

良り
ょ
う

太た

さ
ん

三み

角か
ど 

鉄て
っ

平ぺ
い

さ
ん

三み

原は
ら 

直な
お

孝た
か

さ
ん
石い
し

森も
り 

弘ひ
ろ

巳み

さ
ん

松ま
つ

本も
と 

和か
ず

希き

さ
ん

新に
っ

田た 

安や
す

夫お

さ
ん
森も
り

本も
と 

光み
つ

裕ひ
ろ

さ
ん

　
「
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
肌
で
感

じ
、
あ
ら
た
め
て
技
術
の
高
さ

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
す
ご
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

も
っ
と
も
っ
と
成
長
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
」

■
杉す

ぎ

田た 

亜あ

未み

さ
ん
（
落
合
町
近
似
）

吉
備
国
際
大
学
４
年

●
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
国
際
親
善
試
合
［
サ
ッ
カ
ー
］

（
９
月
17
日
～
23
日
・
長
崎
県
）

　
「
初
め
て
の
全
国
大
会
で
、

と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
大

会
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
も
っ
と
も
っ
と
練
習
を
頑

張
り
、
団
体
戦
で
日
本
一
を
目

指
し
ま
す
」

■
角す

み 　

美み

星ほ
し

さ
ん
（
鍜
冶
町
）　

吉
備
国
際
大
学
１
年

●
全
日
本
学
生
弓
道
選
手
権
大
会

　
（
８
月
20
日
～
23
日
・
東
京
都
）

■
向む

か

井い 

紗さ

月つ
き

さ
ん
（
本
町
）

吉
備
国
際
大
学
１
年

●
Ａ
Ｆ
Ｆ
女
子
選
手
権
２
０
１
３
［
サ
ッ
カ
ー
］
優
勝

　
（
９
月
６
日
～
24
日
・
ミ
ャ
ン
マ
ー 

ヤ
ン
ゴ
ン
）

　
「
多
く
の
応
援
と
支
援
を
い
た
だ
き

チ
ー
ム
一
同
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
試
合
は
開
催
県
の
戸
高
鉱
業

社
に
０

－

３
の
１
回
戦
敗
退
で
、
初

戦
突
破
と
い
う
目
標
が
か
な
え
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
来
年
か
ら
は
ク
ラ

ス
が
Ａ
級
に
昇
級
し
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
若
い
チ
ー
ム
で
す
。
今
回
の
経
験

を
生
か
し
、
ま
た
全
国
大
会
に
出
場

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
古
米
健
一
さ
ん
。

■
小こ

松ま
つ 

未み

奈な

さ
ん
（
原
田
南
町
）吉

備
国
際
大
学
２
年

　
「
私
に
と
っ
て
日
本
女
子
選

抜
で
の
体
験
は
、
全
て
が
初
め

て
の
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
不

安
ば
か
り
で
し
た
が
、
い
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
の

学
び
を
糧
に
も
っ
と
成
長
し
て

い
き
た
い
で
す
」と
向
井
さ
ん
。

　
「
日
本
選
抜
の
遠
征
で
世
界

大
会
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た

が
、
チ
ー
ム
と
し
て
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
本
当
に
良
か
っ
た

で
す
！
こ
の
遠
征
で
学
ん
だ
こ

と
を
こ
れ
か
ら
チ
ー
ム
で
生
か

し
て
い
き
ま
す
」と
小
松
さ
ん
。

■
大お

お

月つ
き 

生い
く

美み

さ
ん
（
新
町
）

就
実
中
学
校
３
年

●
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
（
８
月
19
日
～
21
日
・
愛
知
県
）

　
「
団
体
戦
で
私
が
負
け
た
こ

と
で
、
チ
ー
ム
が
負
け
て
し
ま

い
ま
し
た
。
プ
レ
ー
だ
け
で
な

く
、
心
も
強
い
選
手
に
な
れ
る

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

ま
す
。」

　
「
初
め
て
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

は
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。
来
年
も
出
場
し
て
結

果
を
残
せ
る
よ
う
に
、
頑
張
り

ま
す
」

■
森も

り

迫さ
こ 

あ
や
め
さ
ん
（
成
羽
町
）

作
陽
高
校
２
年

●
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
［
サ
ッ
カ
ー
］
３
位

（
８
月
３
日
～
７
日
・
佐
賀
県
）

■
大お

お

枝え
だ 

巧た
く

弥や

君
（
横
町
）

総
社
南
高
校
３
年

●
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
［
陸
上
］

　
（
７
月
30
日
～
８
月
３
日
・
大
分
県
）

　
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
初
め
て

出
場
し
て
、
全
国
の
強
さ
を
知

り
、
県
内
だ
け
で
な
く
、
全
国

で
活
躍
で
き
る
選
手
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
」

栄光をたたえます

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
市
内
で
活
動
し
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
全
国
大
会
出
場
、
そ
れ
に
準
ず
る
成
績
を
収
め
た
人
を
紹
介
し
ま
す
。

　

■
問
い
合
わ
せ　

秘
書
政
策
課
公
聴
広
報
係　

☎
�
０
２
１
０
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平成２５年度  高梁市教育委員会表彰

【個人の部】岩藤 和彦さん（真庭市下中津井・48 歳）
　平成 16 年度から全国障害者スポーツ大会「岡山県選
抜ソフトボールチーム」の監督に就任し、現在までの 10
年間、卓越した指導力で全国優勝７回、準優勝１回の成
績を収めた。
　また、高梁市立高梁中学校主幹教諭として、生徒指導
にも中心的に関わり、学力向上や特色ある学校づくりを
推進するなど、優れた教育実践を行い、その指導力は他
の模範となっています。

　教育、学術、文化および体育のために尽力され、その功績が顕著で他の模範となる個人または団体を
表彰する、平成２５年度高梁市教育委員会表彰の表彰式が、１１月８日に勤労青少年ホームで行われ、
岩藤和彦さんとＦＣ吉備国際大学Ｃｈａｒｍｅが受賞されました。おめでとうございます。

『
高
梁
ふ
る
さ
と
づ
く
り
功
労
賞
表
彰
』

　
市
は
、地
域
の
個
性
や
特
性
を
生
か
し
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
意
欲

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
個
人
・
団
体
・
企

業
の
功
績
を
た
た
え
る
た
め
、「
高
梁
ふ

る
さ
と
づ
く
り
功
労
賞
表
彰
」
を
実
施
し

ま
す
。

　
次
の
と
お
り
平
成
25
年
度
の
表
彰
候
補

者
の
公
募
を
行
い
ま
す
の
で
、
各
地
域
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
人
の
推
薦
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
表
彰
対
象
】

　
市
民
の
誇
り
と
な
る
顕
著
な
功
績
を
上

げ
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
個

人
、
団
体
、
企
業
を
対
象
と
し
ま
す
（
功

績
の
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
）。

【
推
薦
方
法
】

　
推
薦
書
に
表
彰
候
補
者
の
氏
名
、
住
所

（
団
体
ま
た
は
企
業
の
場
合
は
、
団
体
・

企
業
名
、
所
在
地
）、
表
彰
理
由
等
を
記

載
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
推
薦
書
は
、
秘
書
政
策
課
企
画
調
整
係
、

各
地
域
局
地
域
振
興
課
に
備
え
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
公
募
締
め
切
り
】
12
月
20
日
㈮

【
提
出
先
】
秘
書
政
策
課
企
画
調
整
係
ま

た
は
、
各
地
域
局
地
域
振
興
課

秘
書
政
策
課
企
画
調
整
係
☎
�
０
２
０
８

景観行政団体への移行について
　市は岡山県との協議を経て、平成 25 年 11 月１日に景観行政団体となりました。
　景観行政団体になることにより、景観づくりの指針となる景観計画の策定など、景観法に定めら
れた各種の施策を主体的に実施することができます。
　今後は、地域の特性を生かしながら、地域色豊かな景観づくりを一層推進するため、平成 26 年
４月の景観計画および景観条例の施行を目指し、市民の皆さんの合意形成を図りながら策定を進め
ていきます。

■問い合わせ　まちづくり課歴史まちづくり係　☎�０２５７

■問い合わせ　学校教育課教育総務係　☎�１５００

【団体の部】ＦＣ吉備国際大学Ｃ
シ ャ ル ム

ｈａｒｍｅ
　　　　　　　　　　　（代表・監督 太田 真司（伊賀町））

　平成１２年「吉備国際大学女子サッカー部」として創部以
来、数々の大会で優秀な成績を収め、現在は女子サッカー界
最高峰の舞台である「なでしこリーグ」に昇格し、日本代表
選手を輩出するなど、めざましい躍進を遂げています。
　また、地域密着を目指し、サッカー教室の開催や地域イベ
ントへの参加、清掃活動等の地域貢献活動は年間８０回以上
にもおよび、本市の地域振興にも大きく貢献しています。
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　地域社会福祉、保健環境衛生などの厚生分野のボランティア活動に取り組む個人を顕彰する「山川ボ
ランティア顕彰」の受賞者が決定しました。同賞は、元備北信用金庫理事長・故山川昭さんのご遺族の寄
付をもとに基金を設置し、平成13年度から顕彰しており、10月12日に総合文化会館大ホールで開催され
た「高梁市健康福祉のつどい」で表彰式が行われました。おめでとうございます。

平成25年度  山川ボランティア顕彰

■問い合わせ　福祉課高齢福祉係（☎�０２6５）

田中小都美さん（73）
（有漢町有漢）

〈地域社会福祉ボランティア功労〉

杉田順一さん（71）
（成羽町布寄）

佐藤一三さん（72）
（川上町地頭）

藤原敬子さん（64）
（川上町上大竹）

内田志磨子さん（74）
（備中町布賀）

〈保健環境衛生
ボランティア功労〉

德森勝造さん（79）
（成羽町成羽）

第
９
回  

高
梁
市
文
学
選
奨

◆
入
選
・
作
品
名
（
敬
称
略
）

【
一
般
・
高
校
・
大
学
生
の
部
】

▽
小
説
・
随
筆
等
…
「
終
り
の
季と

き節
」

小
見
山
佐
美
恵
（
落
合
町
阿
部
）
▽

詩
…
「
こ
と
ば
を
携
え
て
」
角
瀬
君

子
（
中
井
町
西
方
）
▽
短
歌
…
「
父

を
偲
び
て
」
仲
村
和
子
（
津
川
町
今

津
）
▽
俳
句
…
「
秋
の
こ
ゑ
」
角
瀬

君
子
（
中
井
町
西
方
）
▽
川
柳
…
「
笑

顔
」
川
上
幸
子
（
成
羽
町
長
地
）
▽

童
謡
作
詞
…
「
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん 
レ
ス

ト
ラ
ン
」
中
山
法
子
（
鉄
砲
町
）

【
小
・
中
学
生
の
部
】

▽
俳
句
…
「
ぼ
く
の
夏
休
み
」
原
田

紘
輝
（
富
家
小
学
校
）
▽
川
柳
…
「
学

校
」
小
林
拓
哉
（
富
家
小
学
校
）

社
会
教
育
課
文
化
係　

☎
�
１
５
１
６

　

第
９
回
高
梁
市
文
学
選
奨
は
、【
一

般
・
高
校
・
大
学
生
の
部
】
６
部
門

50
点
【
小
・
中
学
生
の
部
】
３
部
門

77
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
入
選

８
点
と
佳
作
21
点
を
選
び
、
入
賞
者

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
小
冊
子
「
高
梁
の
文

学
」
と
し
て
本
年
度
中
に
発
刊
し
、

童
謡
作
詞
部
門
の
入
選
作
品
は
、
曲

を
付
け
て
、
来
年
の
童
謡
ま
つ
り
で

発
表
す
る
予
定
で
す
。

入選の皆さん

≪童謡作詞≫
中山法子さん (54)

≪短歌≫
仲村和子さん (73)

≪小説・随筆等≫
小見山佐美恵さん (52)

≪詩・俳句≫
角瀬君子さん (74)

≪川柳≫
川上幸子さん (77)

≪川柳≫
小林拓哉君 (11)

≪俳句≫
原田紘輝君 (9)

◆
佳
作
（
敬
称
略
）

【
一
般
・
高
校
・
大
学
生
の
部
】

▽
小
説
・
随
筆
等
…
新
山
孝
子
（
川

面
町
）

▽
詩
…
西
村
毅
（
中
井
町
西
方
）
▽

短
歌
…
１
席
・
黒
川
幸
（
成
羽
町
長

地
）、
２
席
・
小
林
文
子
（
成
羽
町

相
坂
）、
３
席
・
梶
谷
文
江
（
石
火

矢
町
）
▽
俳
句
…
川
野
輝
男
（
中
井

町
津
々
）
▽
川
柳
…
妹
尾
昌
美
（
東

町
）
▽
童
謡
作
詞
…
角
瀬
君
子
（
中

井
町
西
方
）

【
小
・
中
学
生
の
部
】

▽
短
歌
…
西
江
一
馬
（
富
家
小
）
▽

俳
句
…
１
席
・
栁
井
友
衣
子
（
津
川

小
）、２
席
・
塩
田
未
侑
（
高
梁
北
中
）、

３
席
・
西
ひ
か
り
（
津
川
小
）、
４

席
・
津
嶋
奎
多
（
高
梁
北
中
）、
５
席
・

三
村
莉
穂
（
津
川
小
）、
６
席
・
宮

森
美
帆
（
富
家
小
）、
７
席
・
藤
井

皓
大
（
高
梁
北
中
）、
８
席
・
内
藤

美
里
（
富
家
小
）、
９
席
・
片
岡
孝

多
（
津
川
小
）、10
席
・
小
林
拓
哉
（
富

家
小
）
▽
川
柳
…
１
席
・
井
上
銀
河

（
富
家
小
）、
２
席
・
安
藤
美
穂
（
高

梁
北
中
）
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　児童虐待問題は社会全体で解決すべき重要な課題であり、虐待の発生予防、早期発見・早期
対応、そして虐待を受けた子どもの自立といった、切れ目のない総合的な支援が必要です。
　未来を担う子どもたちを守るため、皆さんのご協力をお願いします。
　◆すべての人に
　　　子育て中の人は、不安や悩みを持ちながら親として成長されています。子育て中の人を
　　温かい目で見守り、必要な時には声をかけてあげてください。また児童虐待と思われるケー
　　スを見聞きした場合は、子ども課、倉敷児童相談所（☎０８６－４２１－０９９１）、学校・
　　幼稚園や保育園、民生・児童委員など連絡をしやすいところにお知らせください。
　◆子育て中の人に
　　　子どものことで悩んだり困ったりした場合は、一人で悩まず、相談をしやすい人（親、友人、
　　学校・幼稚園や保育園の先生、保健師、民生・児童委員など）に相談しましょう。
　　子ども課でも専門の相談員が相談を受け付けています。

１１月は児童虐待防止月間です

■問い合わせ　子ども課子ども支援係　☎�０２８８

　市は、母と子の明るく健やかな仲間づくりを目的として、各地区の母親クラブを支援して
います。この会は、会員の自主活動を主として、毎月一回程度の集いを持ち、子どもと一緒
に楽しむ活動や研修会などを開催しています。
◆活動内容　親子および世代間の親睦を深める行事、親子料理、健康づくりに関する行事、
　　　　　　　親子で楽しめる遊び　など
◆対 象 者　乳幼児と保護者および家族
◆申込方法　健康づくり課・各地域局および各地域市民センターまで申込書を提出してください。

母と子の明るく健やかな仲間づくりは母親クラブで

　子どもからお年寄りまで、初めてでも競技できるニュースポーツを通じて三世代の交流を
図ってみませんか。多くの参加をお待ちしています。
◆日 時　１２月１日㈰　午前９時３０分（受付）～正午
　　　　　　　※小雨決行　雨天の場合は１２月８日㈰に順延
◆場 所　落合ふれあい公園（落合町阿部７８８）
◆内 容　レクリエーション交流（ラダーゲッター、昔の遊びコーナーなど）

※ラダーゲッター…ひもでつながっている２個のボールをラダー（はしご）
　に向かって投げ、ボールがラダーに引っ掛かるとポイントになる、誰で
　も簡単に楽しめるニュースポーツ。

◆申込方法　１１月２５日㈪までに電話で申し込むか、申込書に必要事項を記入の上、
子ども課へ申し込んでください。参加申込書は市ホームページからもダウ
ンロードできます。

いっしょに遊ぼ !! 交流会　三世代・子ども会交流行事

■問い合わせ・申し込み　子ども課子ども支援係　☎�０２８８参加費無料

■問い合わせ　健康づくり課母子保健係　☎�０２２８

　子どもの夜間の急な発熱やけいれんなど、具合が悪くなったときの保護者の不安や、症状へ
の対応方法などについて当番小児科医、看護師が電話でご相談に応じ、医療機関への受診につ
いて適切な助言をします。
◆相談日時　【土・日曜日、祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）】
　　　　　　　午後 6時～午後 11時（相談対応：小児科医師）
　　　　　　　【平日の月～金曜日】
　　　　　　　午後 7時～午後 11時（相談対応：看護師）
◆電話番号　☎♯８０００、または☎０８６－２７２－９９３９
◆対 象 者　県内在住のおおむね１５歳以下の人、その保護者

小児救急医療電話相談

■問い合わせ　岡山県保健福祉部医療推進課　☎０８６－２２６－７４０３

オレンジリボンには子ども
虐待を防止するというメッ
セージが込められています。

お知らせ

お知らせ

イベント

募　集
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◎ゆう・ゆうひろば
場　所：子育て支援センター　
　　　　　（順正高等看護福祉専門学校２号棟）
オープンスペース 10:00～11:30

11月30日（土）　「パパデー（お父さんと子ども）」
12月 6日（金）　「スタンプで遊ぼう ( カレンダーづくり）」
　　13日（金）　「赤ちゃんタイム」
　　20日（金）　「クリスマスを楽しもう」

※12月27日（金）は年末休館（ひろばお休み）です
サロン　毎週月～金曜日（祝日除く）10:00～16:00
家庭相談日　12月 4日（水）
　　　　　　12月19日（木）
※保育士への相談やファミリー
サポート事業の申し込み等は、
午前8時30分～午後5時15分ま
で受け付けています。

■問い合わせ　子育て支援センター（☎�２４５０）
　　　　　　　子ども課（☎�０２８８）

◎母子相談
月・火・木・金　9:00～16:00　子ども課相談室
■問い合わせ　子ども課子ども支援係（☎�０２８８）
◎家庭児童相談

月・火・水・金　9:00～16:00　子ども課相談室
■問い合わせ　子ども課子ども支援係（☎�０２８８）
◎教育相談

月～金　9:00～17:00　教育委員会相談室
■問い合わせ・電話相談　（☎�７

な
８
や
６
む
７
な
）

◎子どもの心とからだの総合相談
12月12日（木）13:00～15:00
■問い合わせ・予約先　備北保健所備北保健課（☎�２８３５）
◎思春期（ひきこもり）相談

11月28日（木）9:30～10:30
12月26日（木）9:30～10:30

　■問い合わせ・予約先　備北保健所備北保健課（☎�２８３６）

◎はつらつ子育て教室
内　容：子育てについての悩みや不安について、お母さん

同士で語れる教室　※託児ができます
テーマ：「親子で体を動かそう」
対　象：乳幼児の保護者　※申し込みが必要です

12月 5日（木）10:00～11:30　高梁保健センター
◎親子で遊べる教室

内　容：親子体操、親子遊び
ちびっこ広場
対　象：おおむね1歳～就学前の幼児
12月20日（金）10:00～11:30　成羽健康管理センター

あそびのひろば
対　象：おおむね1歳～就学前の幼児
持参品：母子健康手帳
11月21日（木）10:00～12:00　川上児童館

親子教室
対　象：乳幼児
12月 4日（水）10:00～11:30　備中総合センター

たのしい親子教室
対　象：おおむね3歳～就学前の幼児
　　　　※申し込みが必要です
14:30～15:10（3～5歳）
12月 3日（火）　高梁保健センター（和室）

◎育児相談
内　容：身体測定、個別相談
持参品：母子健康手帳
対　象：0歳～就学前の幼児

11月21日（木） 9:45～10:00（受付）川上児童館
12月13日（金）10:00～11:30（相談）子育て支援センター

◎ひよこ園（療育指導）
11月19日（火）、11月28日（木）、12月3日（火）、12月12日（木）、
12月17日（火）　※12月17日（火）はクリスマス会

10:30～14:45　高梁保健センター（和室）

子どもの病気 Ｑ＆Ａ 教えて！保健師さん

　ウイルス性胃腸炎は冬に流行しやすく、一般的に
「おなかにくるかぜ」と言われるものです。
　下痢やおう吐

と
だけでなく食欲不振やせき、鼻水、

発熱などの症状を伴うこともあります。おう吐や下
痢が続くと体内の水分が失われ、脱水症になりやす
いので注意が必要です。
　脱水症状が起きている場合は、①おしっこの量が
減る　②唇が乾いている　③手のひらがカサカサし
ている　④顔色が悪くぐったりしている　⑤皮膚に
はりがない　等の様子が見られます。

　これらの様子や水分を与えても飲めない、飲ん
でもすぐに吐いてしまう場合には、すぐに受診し
ましょう。
　ウイルスは便やおう吐物、唾液などにも出てく
るので、こうした物に触れたあと
はせっけんできれいに手を洗って
ください。

ウイルス性胃腸炎ってどんな病気？Ｑ

Ａ

健康づくり課　都
みやこだ

田保健師

■問い合わせ　健康づくり課母子保健係（☎�０２２８）
　　　　　　　有漢地域局地域振興課（☎�３２１２）
　　　　　　　成羽地域局地域振興課（☎�３２１３）
　　　　　　　川上地域局地域振興課（☎�２２００）
　　　　　　　備中地域局地域振興課（☎�４５１２）

※11月22日と29日はお休み

子育て支援情報
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　こころやからだの疲れを感じていませんか？悩みは、多かれ少なかれ誰にでもあるものです。
しかし、その悩みがなかなか解決できなかったり、長引いたりすると悩みはこころに大きな負
担となり、支えきれなくなってしまいます。
　メンタルチェックシステム“こころの体温計”は、簡単な質問に答えるこ
とであなたのストレス度を判定するもので、判定結果によって簡単なアドバ
イスが表示されます。また、さまざまな相談窓口もご案内しています。携帯・
スマートフォン、パソコンからいつでも気楽にチェックでき、名前や住所な
ど個人情報の取得は一切ありませんのでお気軽にご利用ください。
アドレス

▲

https://fishbowlindex.jp/takahashi/（※市ホームページからも利用できます）

　市は、６５歳以上の人を対象に「基本チェックリスト」を活用して心身の健康状態を確認し、
体調に合わせた介護予防活動が行えるように取り組んでいます。今回、対象になった人には回
答結果を基に健康管理についての情報提供等を行っていきます。
　対象の皆さまは調査の趣旨をご理解いただき、回答をお願いします。
◆対 象 者　市内在住で平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日までの間に６５歳

に達する人で介護認定のない人
◆調査実施期間　１２月６日㈮～１２月２７日㈮
　　　　　　　　※回答記入後は、同封の返信用封筒で１２月２７日㈮までに投函してください。

「平成２５年度基本チェックリスト」の回答にご協力ください

■問い合わせ　保険課地域包括支援係　☎�０３００

ＱＲコード

メンタルチェックシステム“こころの体温計”をご利用ください

■問い合わせ　健康づくり課母子保健係　☎�０２２８

　市は、５年ごとの節目年齢（男性 40 歳～ 65 歳、女性 20 歳～ 65 歳）
の人を対象にがん検診の無料クーポン券を交付していますが、今年９月
末時点で胃がん検診７.４㌫、前立腺がん検診６.４㌫、子宮頸がん検診６.５
㌫と非常に低い利用率となっています。まだがん検診の無料クーポン券を
利用して受診していない人は、実施期間である平成 26 年１月末までに受
診をお願いします。
　※詳しい内容は「平成 25 年度成人検診ガイドブック」をご覧ください。

がん検診「無料クーポン券」をご利用ください

■問い合わせ　健康づくり課健康増進係　☎�０２６７

　市の胃がんによる死亡は、がん死亡の中で男女とも２位を占めています。胃がんにはピロリ
菌感染が深く関わっており、ピロリ菌と胃がんの予防・治療についての最新情報を広く市民の
皆さんに知っていただき、がんの治療中であっても、住み慣れた地域で生活の質を落とすこと
なく、医療や介護を受けることが出来るよう在宅医療連携を促進するため市民公開講座を開催
します。ぜひ多くの皆さんの参加をお待ちしています。
　◆日　　時　１２月７日㈯　午後２時（開場：午後１時３０分）～午後４時４０分
　◆場　　所　文化交流館　３階中ホール
　◆講　　演　「在宅緩和ケアに向けて」　
　　　　　　　　講師：大杉病院  木村秀幸医師、座長：仲田医院  仲田永造院長
　　　　　　　「早期胃がんの診断と治療」
　　　　　　　　講師：成羽病院  鶴見尚和副院長、座長：成羽病院  那須龍介副院長
　　　　　　　「ピロリ菌感染症  当院の取り組み」
　　　　　　　　講師：高梁中央病院  志茂公洋医師、座長：高梁中央病院  仲村隆資副院長
　　　　　　　「胃がん撲滅に向けて」
　　　　　　　　講師：川崎医科大学総合臨床医学  井上和彦准教授、座長：西医院  西  厚生院長

市民公開講座「胃がんの予防・治療と地域で支え合い」を開催します

■問い合わせ　健康づくり課健康増進係　☎�０２６７、保険課連携推進係　☎�０３０４

お知らせ

お知らせ

お知らせ

イベント
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月　　日 医療機関名（所在地） 電話番号

１２月２３日（月）西医院（中之町）
まつうらクリニック（成羽町）

☎�２８２０
☎�２３１５

１２月２９日（日）高梁整形外科医院（本町）
川上診療所（川上町）

☎�１５３１
☎�４１８８

１２月３０日（月）大杉病院（柿木町） ☎�５１５５

１２月３１日（火）藤本診療所（松原通）
備中診療所（備中町）

☎�３７６０
☎�９００１

◎ふれあい相談
　　10:00～15:00　高梁総合福祉センター
　心配ごと相談・高齢者サービス相談　 11月21日（木）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　12月19日（木）
　身体障害者相談　12月 5日（木）
　福祉総合相談　　毎週月～金曜日（祝日は除く）　
　　※各相談窓口において随時相談に応じます。

■問い合わせ・相談予約
　高梁市社会福祉協議会地域福祉課（☎�７２４３）
　有漢支所（☎�３２１８）成羽支所（☎�２００５）
　川上支所（☎�９７７０）備中支所（☎�３１３１）

◎人権擁護委員によるなやみごと相談
12月 3 日（火） 9:00～12:00　市役所別館第４会議室
12月 6 日（金） 9:00～12:00　備中総合センター
12月 9 日（月） 9:00～12:00　川上総合学習センター
12月12日（木）10:00～15:00　有漢農業構造改善センター
　　　　　　　10:00～15:00　成羽文化センター
12月24日（火） 9:00～12:00　松原町コミュニティハウス
■問い合わせ　岡山地方法務局高梁支局（☎�2318）
◎法律相談（予約制）

12月10日（火）13:00～16:00　市役所別館第５会議室
■問い合わせ・申し込み　市民課市民係（☎�0254）
◎行政相談

11月20日（水） 9:00～12:00　有漢保健センター
12月 2日（月） 9:00～12:00　市コミュニティプラザ
12月 6日（金） 9:00～12:00　備中総合センター
12月 9日（月） 9:00～12:00　川上総合学習センター
12月13日（金） 9:00～12:00　有漢農業構造改善センター
12月20日（金）10:00～15:00　成羽総合福祉センター
■問い合わせ　市民課市民係 （☎�0254）

　　　　　　　　各地域局地域振興課住民・まちづくり係

◎司法書士相談
12月13日（金） 10:00～12:00　市役所別館第４会議室
■問い合わせ　市民課市民係（☎�0254）

◎消費生活相談
11月19日（火）10:00～15:00　市役所分庁舎会議室Ａ
12月17日（火）10:00～15:00　市役所分庁舎会議室Ａ
■問い合わせ　市民課市民係（☎�0254）

◎職業相談
　　月～金   　8:30～17:15　高梁公共職業安定所
■問い合わせ　高梁公共職業安定所（☎�2291）

月　　日 医療機関名（所在地） 電話番号

１２月   １日（日） 成羽病院（成羽町） ☎�３１１１

１２月   ８日（日） 池田医院（中間町）
野村医院（巨瀬町）

☎�２２４４
☎�０００３

１２月１５日（日） 仲田医院（落合町）
有漢診療所（有漢町）

☎�０５１１
☎�３１４１

１２月２２日（日） 高梁中央病院（南町） ☎�３６３６

※休日当番医が変更になる場合がありますので、受診前に電話でご確認ください。

◆ お知らせ …１１月の休日当番医が次のとおり変更になりました。
１１月２３日（土）藤本診療所   →    （変更後）三村医院（巨瀬町）☎�９０１０
１１月２４日（日）三村医院　   →    （変更後）藤本診療所（松原通）☎�３７６０

*************************************************

備北保健所からのお知らせ
　※下記の検査や相談はすべて予約制です。
　　事前に電話にてご相談ください。
　病態栄養相談　　　　　12月12日（木） 10:00～11:00
　精神保健福祉相談　　　11月22日（金） 14:00～15:00
　　　　　　　　　　　　12月  4日（水） 14:00～15:00
　　　　　　　　　　　　12月18日（水） 14:00～15:00
　エイズ・性感染症検査　11月27日（水） 13:00～14:00
　Ｂ型・Ｃ型肝炎検査　　12月25日（水） 13:00～14:00
　骨髄ドナー検査登録　　11月27日（水） 13:00～14:00
　　　　　　　　　　　　12月25日（水） 13:00～14:00
　■問い合わせ・予約先

　　備北保健所備北保健課（☎�2836）

*************************************************

生活支援情報

休  日  当  番  医
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　国民年金保険料は、所得税および住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。その年の
１月１日～１２月３１日までに納付した保険料が対象です。
　この社会保険料控除を受けるためには、納付したことを証明する書類の添付が義務付けられています。
　平成２５年１月１日～９月３０日までの間に国民年金保険料を納付された人には『社会保険料（国民年金保
険料）控除証明書』が本年１１月上旬に日本年金機構本部から送付されます。年末調整や確定申告には必ずこ
の証明書（領収書）を添付してください。
　また、平成２５年１月１日～１２月３１日までの間に今年初めて国民年金保険料を納付した人については、
翌年の２月上旬に送付されます。
　なお、家族の国民年金保険料を納付した場合も、本人の社会保険料控除に加えることができます。家族あて
に送られた控除証明書を添付して申告してください。

年末調整・確定申告まで大切に保管を！ 市民課　☎�０２５２
　日本年金機構高梁年金事務所　☎�０５７２国民年金

６月納期限（口座振替日）のお知らせ 　　　　　　　　　　問税務課　☎�０２１５
税（科）目 期 納　期　限

（口座振替日）
　【予告】12月の納期限（口座振替日）
　〇固定資産税・都市計画税（３期）
　〇国民健康保険税（普通徴収：６期）
　〇介護保険料（普通徴収：６期）
　〇後期高齢者医療保険料（普通徴収：６期）
　※納期限 /口座振替日＝12/25㈬

国民健康保険税（普通徴収）

５期 12/2 ㈪介護保険料（普通徴収）

後期高齢者医療保険料（普通徴収）

　【お願い】�口座振替を登録されている人は、振替日前に預金残高の確認をお願いします。

11月納期限（口座振替日）のお知らせ税金 税務課　☎�０２１５
　後期高齢者医療保険料は、保険課☎�０２５８
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せ
ん
の

で
、
土
地
所
有
者
に
立
会
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

測
量
・
調
査
等
の
業
務
は
国
か
ら
委

託
を
受
け
た
調
査
員
が
身
分
証
明

書
を
携
行
し
て
行
い
ま
す
。
事
前
に

連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
う
え
で
民

有
地
へ
立
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
所
有
者
お
よ
び
近
隣
の
皆
さ
ま

に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
調
査
区
域
…
内
山
下
、
川
端
町
、

本
町
、
新
町
、
小
高
下
町
、
御
前
町
、

石
火
矢
町
、
中
之
町
、
伊
賀
町
、
頼

久
寺
町
、
片
原
町
、
向
町
、
寺
町
、

荒
神
町
、甲
賀
町
、八
幡
町
、柿
木
町
、

大
工
町
、間
之
町
、紺
屋
町
、鍜
冶
町
、

下
町
、
中
間
町
、
松
原
通
の
全
域
ま

た
は
一
部

▼
作
業
内
容
…
道
路
等
の
現
況
調
査

お
よ
び
測
量
業
務

▼
作
業
完
了
時
期
…
平
成
26
年
２
月

上
旬
（
予
定
）

事
業
に
関
す
る
一
般
的
な
問
い
合

わ
せ
：
国
土
交
通
省
土
地
・
建
設
産

業
局
地
籍
整
備
課　
☎
０
３

－
５
２

５
３

－

８
３
８
３
、
現
場
監
督
補
助

機
関
（
国
土
交
通
省
か
ら
現
場
監
督

を
委
託
さ
れ
た
機
関
）：
社
団
法
人
全

国
国
土
調
査
協
会　
☎
０
３

－

３
５

１
９

－

２
４
５
０
、
現
地
作
業
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
（
測
量
・
調
査
等

の
実
施
者
）：
日
進
測
量
株
式
会
社　

☎
０
８
６

－

２
７
５

－

４
０
３
３

情報コーナー

ふ
る
さ
と
の
味
セ
ッ
ト

お
歳
暮
に
い
か
が
で
す
か
？

　
高
梁
農
村
生
活
交
流
グ
ル
ー
プ
協

議
会
は
、
今
年
も
「
ふ
る
さ
と
の
味

セ
ッ
ト
」
の
販
売
を
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
…
手
作
り
の
農
村
加
工
品
を

詰
め
合
わ
せ
た
「
ふ
る
さ
と
の
味

セ
ッ
ト
」（
８
品
予
定
）

▼
価
格
…
３
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
…
市
役
所
本
庁
窓
口
、

各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
等
に
備
え
て

あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
便
局
で
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
…
12
月
２
日
㈪
ま
で

▼
商
品
の
発
送
…
12
月
13
日
㈮
予
定

農
林
課　
☎
�
０
２
２
３
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高
梁
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
は
、
行

事
等
に
お
い
て
聴
覚
障
害
者
に
文
字

情
報
を
提
供
す
る
要
約
筆
記
奉
仕
員

の
養
成
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

途
中
参
加
も
可
能
で
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
…
11
月
か
ら
平
成
26
年
３
月

ま
で
の
毎
週
月
曜
日　
午
後
１
時
30

分
～
午
後
４
時

▼
場
所
…
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
期
限
…
11
月
末
頃
ま
で

高
梁
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
会
長
佐

久
間
さ
ん　
☎
０
９
０

－

２
０
０
９

－

６
７
８
７

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

障
害
者
の
社
会
参
加
促
進
の
た
め

（１１月５日現在） ハローワークたかはし　☎�２２９１
職　　　種 所在地 賃金月額

包装作業員 川面町 118,700円
工作機械オペレーター（ドリ
ルマシン・レーザー加工機） 高倉町 180,000円
技能職 有漢町 167,800円～214,200円
測量・設計 落合町 160,000円～310,000円
窓口スタッフ 落合町 170,000円

求人情報
職　　　種 所在地 賃金月額

農業機械整備士 成羽町 163,000円～199,000円
オペレーター 川上町 168,000円～210,000円
一般事務 松山 時給 800円～900円
部品の検査、選別 川上町 時給 780円
日本料理店・旅館業務の
補助 備中町 時給 730円～800円

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
委
員
募
集

未
来
を
担
う
子
ど
も
の
た
め

　
市
は
、
子
育
て
支
援
に
関
心
の
あ

る
市
民
の
人
に
「
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
」
に
参
画
し
て
も
ら
う
た
め
、

次
の
と
お
り
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
概
要
…
会
議
は
年
３
回
程
度
開
催

し
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
定

め
る
市
町
村
計
画
の
策
定
、
子
ど
も・

子
育
て
支
援
に
関
す
る
施
策
の
総
合

的
な
推
進
と
実
施

状
況
の
調
査
審
議
、

次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
法
の
推

進
と
事
業
評
価
に

つ
い
て
、
必
要
な

助
言
・
提
言
を
行
い
ま
す
。
委
員
の

任
期
は
２
年
で
、
会
議
出
席
報
酬
・

旅
費
を
支
給
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
…
２
人
以
内
（
公
募
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
…
市
内
に
在
住
し
、
子

育
て
支
援
に
関
心
の
あ
る
20
歳
以
上

の
人

▼
応
募
方
法
…
所
定
の
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
子
ど
も
課
、

各
地
域
局
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

※
応
募
用
紙
は
各
提
出
先
に
備
え
て

い
ま
す
。
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
募
集
期
間
…
12
月
２
日
㈪
～
12
月

20
日
㈮子

ど
も
課　
☎
�
０
２
６
４

単
身
用
住
宅
の
改
築
を
助
成

単
身
用
住
宅
の
利
用
促
進

　
空
き
単
身
用
住
宅
を
活
用
し
、
定

住
促
進
を
図
る
た
め
、
単
身
用
住
宅

を
世
帯
向
け
住
宅
に
改
造
、
改
築
す

る
事
業
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
…
単
身
用
住
宅
を
世
帯
向
け

住
宅
に
改
造
、
ま
た
は
除
去
し
て
同

一
場
所
に
改
築
す
る
。

▼
補
助
金
額
…
補
助
対
象
経
費
の
３

分
の
１
に
相
当
す
る
額
（
改
造
し
、

建
築
し
た
世
帯
向
け
住
宅
１
戸
あ
た

り
80
万
円
を
限
度
と
す
る
）

※
そ
の
他
要
件
等
の
詳
し
い
内
容
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

秘
書
政
策
課　
☎
�
０
２
０
８

 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
文
化
祭

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い

▼
日
時
…
11
月
24
日
㈰　
午
前
10
時
～

午
後
２
時

▼
場
所
…
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

▼
内
容
…
各
講
座
の
展
示
・
ラ
イ
ブ
・

お
茶
席
な
ど

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　

☎
�
１

８
８
０

 

平
成
26
年
高
梁
市
成
人
祝
賀
式

大
人
へ
の
第
一
歩

▼
日
時
…
平
成
26
年
１
月
12
日
㈰　
午

前
10
時
～
（
受
付
は
午
前
９
時
～
）

▼
場
所
…
高
梁
総
合
文
化
会
館

▼
対
象
…
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
市

内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

▼
申
込
方
法
…
市
内
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
人
に
は
案
内
状
を
送
付
し
ま

す
。
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い

人
（
進
学
、
就
職
等
の
関
係
で
市
外
に

住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
な
ど
）
は
、

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
先
…
社
会
教
育
課
、
市
民

課
、
各
地
域
局
、
各
公
民
館

社
会
教
育
課　
☎
�
１
５
１
４

蜜
蜂
飼
育
者
の
届
出
制
度

飼
育
届
の
提
出
は
義
務
で
す

　

養
蜂
振
興
法
が

一
部
改
正
さ
れ
、

養
蜂
業
者
だ
け
で

な
く
趣
味
で
蜜
蜂

を
飼
育
し
て
い
て

も
「
蜜
蜂
飼
育
届
」

の
提
出
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
届
出
対
象
者
…
蜜
蜂
の
飼
育
を
行

う
人
（
た
だ
し
、
届
出
の
除
外
規
定

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。）

※
詳
細
は
県
畜
産
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.pref.okayam

a.
jp/soshiki/53/

）「
蜜
蜂
を
飼
わ

れ
て
い
る
皆
様
へ
」
参
照

▼
届
出
時
期
…
毎
年
１
月
下
旬

▼
届
出
事
項
…
届
出
者
の
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
飼
育
場
所
（
参
考

に
飼
育
場
所
の
位
置
図
を
添
付
）・

飼
育
予
定
蜂
群
数
な
ど

▼
届
出
書
類
…
県
畜
産
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
様
式
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

▼
そ
の
他
…
蜜
蜂
飼
育
届
を
提
出
し

な
い
、
ま
た
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た

と
き
は
、
10
万
円
以
下
の
過
料
に
処

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
そ
の
他
、
内
容
・
様
式
に
不
明
な

点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

県
備
中
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部

農
畜
産
物
生
産
課　
☎
０
８
６

－

４

３
４

－

７
０
３
３
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　１2月に開催するスポーツ大会のお知らせ

　　 市体育協会事務局（スポーツ振興課内）☎�０４２５　

名　称 開 催 日
開会時間 会　場 備　　　考

第36回備北三市一郡
バレーボール大会

8日㈰
午前8時30分 市民体育館

【対　象】備北三市一郡（高梁市、新見市、旧北房町、旧賀陽町）
に在住、在勤・通学する一般男女（大学生を含む）

【参加費】１チーム 5000円（当日持参）
【申し込み】�11月28日㈭までに市体育協会事務局へ

開催日時　平成２６年２月９日㈰　午前８時１０分～８時５５分受付
開催場所　高梁市街地（※新庁舎建設工事のため、発着点会場が変更となります。詳しくは募集要項をご覧ください。）
対 象　制限時間内に完走できる健康な人
部 門　１０ｋｍ（城下町コース）　５ｋｍ（愛らぶコース）　３ｋｍ（ふれあいコース）
参 加 費　一般２２００円　高校生１２００円　小中学生５００円　親子ファミリー１７００円
申込方法　所定の用紙（振込用紙）、インターネット（http://jtbsports.jp/） ※スポーツ振興課では受け付けできません。
申込期限　平成２６年１月１０日㈮

第35回市民健康づくり　愛らぶ高梁ふれあいマラソン

■問い合わせ　愛らぶ高梁ふれあいマラソン事務局（スポーツ振興課　☎�０４２５）

参加者
募集

〈2013なでしこリーグ＆チャレンジリーグ入替戦〉に挑みます！
　ＦＣ吉備国際大学シャルムは、11月 10日に津山陸上競技場で行
われた最終戦を終えてなでしこリーグ９位となりました。９位になっ
たシャルムは、入替戦（２試合：ホーム＆アウェー）に出場が決定
し、来季のなでしこリーグ残留をめざしてチャレンジリーグ３位のス
フィーダ世田谷ＦＣ（東京都）と対戦します。

FC吉備国際大学Charme（シャルム）を応援しよう！！

情報コーナー

■順位表
順位 チーム名 勝点 勝 分 負 得点 失点 得失点

１ Ｉ神戸 48 16 0 2 62 13 +49
２ 日テレ 38 12 2 4 36 15 +21
３ 湯郷ベル 34 10 4 4 31 19 +12
４ 伊賀ＦＣ 28 8 4 6 20 17 +3
５ ベガルタ 28 8 4 6 23 24 -1
６ 浦和 21 6 3 9 23 26 -3
７ ジェフＬ 21 5 6 7 15 20 -5
８ 新潟Ｌ 19 5 4 9 27 32 -5
９ 吉備国大 12 3 3 12 17 49 -32
10 大阪高槻 4 0 4 14 5 44 -39

第１戦（アウェー戦）
  日時：１１月１７日㈰  13:00 ～
  場所：味の素フィールド西が丘（東京都）
第２戦（ホーム戦）
  日時：１１月２４日㈰  13:00 ～
  場所：加古川運動公園（兵庫県）



文化のひろば

23 広報　　　　　11月号　vol.110

　成羽美術館（☎�4455)　休館日 毎週月曜日

秋の企画展 『華麗なる装飾の時代 ～エミール・ガレとドームの世界～ 』

市民ギャラリー水墨南画教室作品展　会　　期：11月13日㈬～11月24日㈰（今展のみ観覧の場合は無料）

会　　期：～12月8日㈰まで
開館時間：午前９時30分～午後５時  （入館は午後４時30分まで）
入 館 料：一般 700円、高校・大学生・65歳以上 500円、小・中学生 200円（市内小中学生は入館無料）

　歴史美術館（☎�0180)　休館日 毎週火曜日

アートの今・岡山2013　ＢＯＤＹ　身体の記憶（高梁会場）
　「アートの今・岡山」は、岡山におけるさまざまな現代美術表現の「今」の姿を紹介する
企画展です。開催９回目となる今回は、「身体」をテーマとして岡山県ゆかりの現代作家９人
の作品をご紹介します。
会 期：12月7日㈯～12月23日（月・祝）まで
開館時間：午前９時～午後５時 （入館は午後４時30分まで）

　高梁駅ふれあい連絡路展示　高梁文化協会

展  示  名：「山城短歌会」　　展示期間：１２月１日㈰～平成26年１月５日㈰

市長室
から

こ
ん
に
ち
は

【関連イベント】ワークショップ　鉛筆一本で自分だけの芸術を創ろう!!
日 時：12月7日㈯　午後１時30分～午後４時
定 員：15人 （対象：小学生以上）　※事前申し込み（歴史美術館まで）が必要です。
参 加 費：300円（材料費込み）

ガレ／アカシア文ランプ

入館無料

▼
今
年
の
教
育
委
員
会
表
彰
は
、

高
梁
中
学
校
教
諭
の
岩
藤
和
彦
さ

ん
と
Ｆ
Ｃ
吉
備
国
際
大
学
シ
ャ
ル

ム
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

岩
藤
さ
ん
は
、
中
学
校
に
勤

め
な
が
ら
、
障
害
者
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
の
監
督
を
10
年
に
わ
た
っ
て

務
め
、
10
月
に
東
京
都
で
開
催
さ

れ
た
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

で
、
岡
山
県
チ
ー
ム
を
７
回
目
の

優
勝
に
導
か
れ
ま
し
た
。
岩
藤
さ

ん
の
指
導
力
と
選
手
皆
さ
ん
の
絆

に
拍
手
を
贈
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
同
大
会
に
は
市
内
か
ら
鹿
島

義
雄
さ
ん
と
川
上
桂
二
さ
ん
の
２

人
が
出
場
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

シ
ャ
ル
ム
の
皆
さ
ん
は
、
今
年

か
ら
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
最
高
峰
、

な
で
し
こ
リ
ー
グ
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
健
闘
さ
れ
ま
し
た
が
、
９

位
が
確
定
し
、
11
月
17
日
㈰
と
24

日
㈰
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
で

３
位
と
な
っ
た
ス
フ
ィ
ー
ダ
世
田

谷
Ｆ
Ｃ
と
入
れ
替
え
戦
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
き
っ
と
、
な

で
し
こ
リ
ー
グ
残
留
を
決
め
て
く

れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
彼

女
達
の
地
域
貢
献
に
感
謝
し
、
今

後
も
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
姿
を
示

す
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
市
街
地

に
お
け
る
施
設
整
備
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
や
市
議
会
と
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
備
中
高

梁
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
東
側

に
つ
な
が
る
都
市
計
画
街
路
、
ロ

ー
タ
リ
ー
は
、
平
成
27
年
３
月
の

完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
西
側
の
ロ
ー
タ
リ
ー
整
備
を
進

め
、
現
在
の
バ
ス
セ
ン
タ
ー
の
位

置
に
、
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し

い
、
に
ぎ
わ
い
の
機
能
と
図
書
館

機
能
を
持
っ
た
複
合
施
設
を
整
備

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
医
療
や
福
祉
を

守
る
た
め
の
機
関
の
設
置
を
医
師

会
な
ど
と
共
同
で
進
め
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
行
い

ま
す
。

　

来
年
秋
の
計
画
策
定
に
向
け
、

今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
っ

て
い
き
ま
す
。

▼
備
中
高
梁
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
併
せ
て
、
寝
台
特
急
サ
ン
ラ

イ
ズ
出
雲
号
の
備
中
高
梁
駅
へ
の

停
車
を
Ｊ
Ｒ
に
要
望
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
駅
利
用
促
進
の
た
め

の
運
動
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

クリスマスふれあいチャリティーコンサート
日 時：12月14日㈯　午後６時～　　　　　　　　場 所：高梁基督（キリスト）教会堂
出 演：高梁少年少女合唱団、ぐらんぱ、森野啓司氏　問い合わせ：高梁青年経済協議会（田中：090-7137-1567）

入場無料
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一般書
江戸っ子が惚

ほ

れた忠臣蔵
赤穂義士の実像と虚像に迫る
菅野 俊輔／著
小学館

　幕末に刊行された「赤穂義士随
筆」などの史料と最新の研究をあ
わせ、赤穂事件と「忠臣蔵」の実
像と虚像を明らかにする。「松の
廊下の刃傷事件の虚実」「吉良邸
討ち入りの実相」「義士の人気を
語る出版の多様化」などを収録。

ちいさいこのへや 図書館2階　14:30から

小学校低学年までが対象で参加無料。
親子での参加も歓迎です。

移動図書館

10日火
有漢農業構造改善センター前　14:30～15:00
有漢生涯学習センター前　　　15:10～15:30
落合雇用促進住宅高梁宿舎前　16:20～16:50

13日金

巨瀬地域市民センター前　10:30～11:00
中井地域市民センター前　13:00～13:30
宇治地域市民センター前　14:30～15:00
落合中二公会堂前　　　　16:00～16:30

17日火
津川地域市民センター前　11:00～11:30
高倉地域市民センター前　13:00～13:30
川面地域市民センター前　14:00～14:30

19日木
西山コミュニティハウス前　11:00～11:30
黒鳥ふれあい会館前　　　13:15～13:45
川上児童館前　　　　　　14:15～15:15

20日金

玉川地域市民センター前　11:00～11:30
落合地域市民センター前　13:00～14:00
中国電力社宅前　　　　　14:30～15:00
松原地域市民センター前　15:30～16:00

児童書
パンダ銭湯
t
ツ ペ ラ

upera t
ツ ペ ラ

upera ／作
絵本館

　驚きのパンダのヒミツがここ
にある !? ここはパンダのための
お風呂屋さん。やってきたパン
ダの親子は、服を脱ぎはじめ…。
あたたかいユーモアがいっぱい
の絵本。

児童書

おトイレさん
きたがわ めぐみ／作・絵
教育画劇

　おトイレさんは、トイレをし
たい子どもたちをこよなく愛す
る、ちょっとだけ怪しげだけれ
ども、優しくユーモアあふれる
おトイレです。りすさんもへび
さんも、おトイレさんでトイレ
をします。そこへ…。

移動図書館「うぐいす号」

10日火
24日火

老人ホーム成羽川荘　　　 8 :45～ 9 :00
成羽公民館中分館　　　　 9 :20～ 9 :30
ささゆり苑　　　　　　　 9 :40～ 9 :50
成羽公民館吹屋分館　　　10:10～10:30
成美保育園　　　　　　　11:00～11:10
鶴鳴保育園　　　　　　　11:15～11:25
黒川商店（日名地区）　　11:35～11:50

7 日土 クリスマス会
（ボランティアグループ『ふきのとう』）

14日土
おりがみあそび「サンタクロース」
おはなし会
（ボランティアグループ『おはなしたまてばこ』）

21日土 きりがみあそび「プチツリー」

28日土 ビデオ「マッチ売りの少女」

今月のおすすめ

今月のおすすめ

図 書 館 だ よ り

1日㈰～6日㈮，9日㈪，12日㈭，16日㈪，
23日㈪，24日㈫ ,29日㈰～1月3日㈮

開館時間  9:00～17:00　 休館日

開館時間　9:00～17:00　 休館日　毎週月曜日、29日㈰～1月3日㈮

※11月27日㈬～12月6日㈮は、図書整理のため臨
時休館します。

≪お知らせ≫
11月19日㈫と20日㈬は、図書整理のため臨時休
館します。
12月のえほんのよみきかせは休みます。

高梁中央図書館
（☎�2912）

成 羽 図 書 館
（☎�2589）
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※このレシピは、行政チャンネル、市ホームページでも紹介します。

＜作り方＞
① ブリは一口大に切り、Ａをからめて下味をつける。
② 干しシイタケは水で戻し、軸を切り除いて半分ずつのそぎ切りに

する。チンゲン菜は４㎝長さに切る。白ネギは乱切りにして、ショ
ウガは千切りにする。赤唐辛子は種を除き、小口切りにする。

③ フライパンに分量の１／３の油を熱し①のブリを入れ、両面を焼
いて火を通し取り出す。

④ キッチンペーパーでフライパンをふいて残りの油を熱し、②のシ
イタケ、白ネギ、ショウガ、赤唐辛子を入れて炒める。香りがたっ
たらチンゲン菜を加えてさらに炒める。Ｂと③のブリを加えて煮
立て、Ｃの水溶き片栗粉でとろみをつける。

⑤ 最後にゴマ油をまわし入れ、お皿に盛り付ける。

＜材料＞（４人分）
ブリ …… 4 切れ (320g)
　酒 …………… 10cc
　ショウガ汁 …… 5cc
　塩 ……………… 少々
　こしょう ……… 少々
干しシイタケ ……… 8枚
チンゲン菜 ……… 200g
白ネギ …………… 100g
ショウガ …………… 20g
赤唐辛子 ……… 1～2本
油 ………………… 30cc

1 人分の栄養価　エネルギー 333kcal　たんぱく質 19.7g　脂質 23.3g　食塩 1.0g

スクラム作戦（高梁市要支援児連携支援体制）通信
～  各関係機関の紹介④  ～
高梁市健康福祉部健康づくり課　（松原通２０４３番地　☎�０２２８　担当：母子保健係）
　健康づくり課では、母子保健法により新生児・乳児家庭訪問、乳児健診、1歳 6
カ月児健診、3歳児健診、また、市独自で 2歳 6カ月児健診を行っています。幼
児健診では、問診票を基にことばの発達、指先や体の使い方、大人や子どもとの
コミュニケーションなどの様子について、その年齢に合う発達であるかを確認し
ます。そして保護者に育児の困り感がないかを尋ね、必要があれば臨床心理士に
よる心理相談や専門医による相談を受けるよう勧めています。
　また、言葉の遅れや落ち着きがないなど、発達にアンバランスのある子どもと
保護者を対象にひよこ園を実施しています。ひよこ園では少人数の友達の中で一定の流れに沿った活動を行い、
遊びを通じて楽しみながら日常生活における基本動作の習得を促し、就学に向けて集団生活に適応できるように
臨床心理士や言語聴覚士とともに支援しています。
　すこやかな子どもの成長は、子育て支援に携わる私たち全員の願いでもあります。子どもや保護者の困り感を
できるだけ緩和できるよう、日々お手伝いをしています。

■問い合わせ　子ども課子ども支援係　☎�０２８８

Ａ

ブリの中華風炒め
　ブリは１２月～１月が旬になります。ＥＰＡやＤＨＡ、鉄分が豊富に
含まれているのが特徴で、その含有量は魚の中でもトップクラスと言
われます。ブリは焼き物や煮物によく使われますが、白ネギ、ショウガ
を使い中華風にアレンジすると魚特有の臭みも消え食べやすくなりま
す。また、赤唐辛子には体を温める効果があり、これからの季節に取
り入れていただきたいメニューです。

レシピ提供：市栄養改善協議会連合会 高梁南支部

寒い冬にはこの１品！

～ わかりやすい指示④　肯定的な対応を心掛けよう　編 ～
　自閉症スペクトラム障害の人は、ほかの人が簡単にできることでもうまくできないことが
あります。本人ができないことや失敗したことのみを責めたり、叱ったりすると、本人が「自
分はだめだ」と落ち込んでしまいます。注意をする場合は、どのようにすればよかったのか
を肯定的に伝えていきましょう。例えば、お友達の持っているスコップをとってしまいトラ
ブルになっている時には、「勝手に取っちゃダメでしょ」と叱るのではなく、「かしてほしい
時は、『かして』って言おうね」など、適切な行動を伝えてあげてください。そして、うまくできた時は、そ
のできた行動をしっかりとほめてあげてください。それが本人の自信につながります。

　水 …………… 100cc
　しょうゆ ……… 20cc
　酢 ……………… 10cc
　砂糖 ……………… 6g
　鶏ガラだしの素 … 少々
　片栗粉 ……… 小さじ2
　水 …………… 小さじ4
ゴマ油 …………… 5cc

Ｂ

Ｃ

第７号
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■問い合わせ・申し込み　株式会社ＪＥＩ　☎�３７２０

　　成羽病院通信　　　　　　   ■問い合わせ　☎�３１１１

　寒くなり、インフルエンザの流行する季節が近づいてきました。今回は、日常生活でできる
インフルエンザの予防方法についてお話しします。
　インフルエンザは、通常の風邪とは違い、急な発熱（３８～４０度）がでるのが特徴の一つです。
体調を整えて、インフルエンザウイルスに接触しないことが一番大切です。

予防方法として、
　①栄養と休養を十分にとる。　②適度な温度・湿度を保つ。
　③人ごみをさける。　　　　　④マスクを着用する。
　⑤外出後の手洗い、うがいをする。

　また、ワクチン接種も有効な予防方法です。対象年齢・接種量・接種間隔などについては、
下の表を参考にしてください。不明な点は、かかりつけ医にご相談ください。

インフルエンザについて

　「いまさら聞けない相続・贈与のあれこれ」をテーマに、専門家を講師に迎え、
相続セミナーを開催します。この機会に相続について学んでみませんか？市民
の皆さんのご参加をお待ちしています。

日 時：１１月２７日㈬　午後５時３０分～午後７時（受付：午後５時）
場 所：順正学園　国際交流会館（※駐車場あり）
受 講 料：無料
テ ー マ：「いまさら聞けない相続・贈与のあれこれ」
講 師：早川健一氏（日本ＦＰ協会会員　ファイナンシャルプランナー）
　　 　　　※数多くの相続案件のコンサルティングをはじめ、企業からのライフプランセミナー講師等も

多数こなす、金融・保険のスペシャリスト。
内 容：①借入すると相続税が安くなる？②配偶者が半分相続は有利か？③相続より贈与の方が

税金が高い？④物納について⑤小規模宅地の特例など、基本的なことをまとめたセミナ
ーです。生命保険活用術も含め、具体的にその内容・方法をご紹介します。

申 込 方 法：１１月２２日㈮　午後４時までに電話にてお申し込みください。

「専門家の話が聞ける！相続セミナー」を開催

成羽病院　小児科

レストラン「ラ・エスペランサ」
　秋のイタリアンランチフェア第２弾！� １１月末まで開催中！
場 所：順正学園国際交流館１階（奥万田町）　※駐車場１０台程度
営業時間：平日　午前１１時３０分～午後２時（※土・日曜日、祝日は休業）

年　　齢 ６カ月～１３歳未満 １３歳以上
接種回数 ２回 １回または２回

２回接種の間隔 およそ２～４週間隔 およそ１～４週間隔
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を
研
究
す
る
の
が
「
地
名
学
」
（
地
理

学
）
で
、
最
近
で
は
研
究
が
か
な
り
進

ん
で
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
最
も
初
歩
的
で
代
表
的
な
地

名
に
「
日ひ

名な

」
と
「
陰お

ん

地じ

」
が
あ
り
ま
す
。

市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
る
地

名
で
、「
日
名
の
端は

た

」
、「
日
名
の
谷た

に

」
、

「
日
名
の
前ま

え

」
な
ど
小
地
名

3

3

3

の
「
日
名
」

が
川
上
町
や
備
中
町
、
玉
川
町
、
宇
治

町
な
ど
で
見
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
大
地

3

3

名3

と
し
て
は
、
成
羽
町
の
「
日
名
」
が

有
名
で
す
。

　

成
羽
町
の
「
日
名
」
は
、
吉
備
高
原

を
侵
食
し
て
流
れ
る
日
名
川
沿
い
に
、

小
さ
な
河
成
段
丘
面
が
両
側
の
急

き
ゅ
う

峻し
ゅ
んな

山
に
挟
ま
れ
た
地
域
に
集
落
が
発
達
し

て
い
る
場
所
と
、
日
名
川
上
流
に
は
、

熊
谷
川
が
合
流
し
て
い
て
、
枝
状
に
分

か
れ
た
谷
に
沿
っ
て
集
落
が
点
在
し
た

と
こ
ろ
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

「
日
名
」
は
、
成
羽
八
幡
神
社
旧
記

（
「
渡
辺
家
文
書
」
・
「
成
羽
町
史
」
）

に
享

き
ょ
う

禄ろ
く

二
年
（
一
五
二
九
）
の
こ
と
と

し
て
「
成
羽
之
庄し

ょ
う

六
ケ
村
末ま

っ

社し
ゃ

定
り
之

事
」
の
中
に
『
日
名
村

3

3

3

に
は
当
宮
地
の

丑う
し

寅と
ら

御お
ん

前ざ
き

を
勧か

ん

請じ
ょ
う

有あ
り

て
丑
寅
御
前
大

明
神
を
安あ

ん

鎮ち
ん

被も
う

申さ
れ

け
り
』
と
あ
り
、

室
町
時
代
か
ら
「
日
名
村
」
だ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
後
の
「
正

し
ょ
う

保ほ
う

郷ご
う

帳ち
ょ
う」

（
正
保
二
・
三
年
＝
一
六
四
五

～
四
六
）
に
「
日
名
村
」
と
し
て
村
名

が
あ
が
っ
て
い
て
、
石
高
五
四
五
石
余

と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
元

禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
の
「
元
禄
郷

帳
」
で
は
「
日
名
村
」
が
「
上
日
名
村
」

と
「
下
日
名
村
」
の
二
村
に
分
け
ら
れ

て
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
和
三
年

（
一
七
六
六
）
の
「
成
羽
山
崎
領
村
々

田
畑
高
之
覚
」
（
「
山
崎
家
文
書
」
・

「
成
羽
町
史
」
）
に
よ
れ
ば
、
「
上

日
名
村
」
五
〇
三
石
余
、
「
下
日
名

村
」
六
二
〇
石
余
り
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
「
備
中
誌
」
（
嘉
永
六
年
＝

一
八
五
三
）
に
「
上
日
名
村
」
五
〇
八

石
余
、
枝
村
に
日
名
畑ば

た
・
和わ

名な

手で

を
あ

げ
、
家
数
九
六
軒
、
人
数
五
〇
〇
人
と

あ
り
、
「
下
日
名
村
」
に
は
五
六
三
石

余
り
、
家
数
九
四
軒
、
人
数
四
二
四
人
、

枝
村
に
渡わ

た

雁か
り

と
畑は

た

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

「
上
日
名
村
」
熊
谷
川
上
流
の
高
原
（
海

抜
三
三
〇
㍍
）
の
地
域
は
、
明
和
三
年

の
「
前
掲
書
」
に
「
福ふ

く

松ま
つ

新
開
田
畑
高

一
五
石
余
」
と
あ
っ
て
、
山
崎
領
の
新

開
地
だ
っ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

「
正
保
郷
帳
」
に
は
、
福
松
新
田

一
八
石
と
記
録
が
見
ら
れ
、
そ
の
後
の

明
治
に
は
「
上
日
名
村
」
に
統
合
さ
れ

て
い
ま
す
（
「
地
方
行
政
区
画
便
覧
」

＝
一
八
八
六
年
）
。
現
在
の
成
羽
町
「
日

名
」
に
は
「
上
日
名
」
と
「
下
日
名
」

の
総
氏
神
で
成
羽
八
幡
神
社
の
地
に
あ

っ
た
丑
寅
御
前
を
勧
請
し
た
と
い
わ
れ

る
御
前
大
明
神
が
鎮
座
し
、
参
道
に
は

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
常
夜
灯
や

頭
を
角
刈
り

3

3

3

に
し
た
よ
う
な
愛
き
ょ
う

の
あ
る
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
銘

の
狛こ

ま

犬
、
そ
し
て
境
内
に
は
安
政
一
三

年
（
一
八
〇
〇
）
の
石
燈
ろ
う
な
ど
が
、

ま
た
参
道
入
口
の
県
道
を
隔
て
た
場
所

に
は
、
御み

輿こ
し

の
御お

旅た
び

所し
ょ

が
残
っ
て
い
て

「
栄
え
て
い
た
時
代
の
日
名
」
の
信
仰

の
厚
さ
を
し
の
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
「
下
日
名
」
の
高
台
に
は
、
宝

永
三
年
（
一
七
〇
六
）
創
建
と
い
わ
れ

る
真
言
宗
実
相
寺
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
「
日
名
」
と
い
う
地
名
は
、
中

国
地
方
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
ま

す
。
特
に
吉
備
高
原
や
中
国
山
地
な
ど

の
起
伏
の
多
い
地
形
の
と
こ
ろ
で
は
、

日
照
り
が
山
の
高
さ
や
斜
面
に
よ
っ
て

差
が
あ
り
、
古
く
か
ら
農
業
生
産
に
影

響
す
る
た
め
に
、
山
間あ

い

で
は
特
に
意
識

さ
れ
、
日
当
た
り
の
よ
い
場
所
が
「
日

名
」
（
日ひ

向な
た

・
日ひ

南な

）
の
地
名
と
な
り
、

反
対
に
日
陰
に
な
る
場
所
に
「
陰お

ん

地じ

」

「
隠お

ん

地じ

」
な
ど
の
地
名
と
な
っ
て
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
地
域
の
集

落
の
立
地
条
件
を
示
す
も
の
で
「
日
名
」

は
「
日
当
た
り
の
よ
い
場
所
」（
土
地
）
、

「
南
向
き
斜
面
」
「
日
に
向
か
う
地
」

と
い
う
意
味
で
つ
け
ら
れ
て
い
る
地
名

で
、
自
然
地
名
（
気
象
地
名
）
の
一
つ

で
、
地
形
も
想
像
が
で
き
る
よ
う
な
分

か
り
や
す
い
地
名
な
の
で
す
。

�

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
周
り
に
は
、

た
く
さ
ん
の
地
名
が
あ
り
ま
す
。
地
名

は
私
た
ち
の
生
活
に
必
要
で
あ
る
た
め
、

で
き
た
も
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
意
味

や
由
来
な
ど
が
話
題
に
な
り
興
味
が
湧

き
ま
す
。
地
名
は
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の

イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
、
そ
の
地
域
の
歴

史
や
土
地
の
事
情
や
性
質
を
言
い
表
し

て
、
必
ず
何
ら
か
の
意
味
を
持
っ
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
地
名
は
「
歴
史
の
生
き

証
人
」
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
地
名

地
名
を
あ
る
く

九
十
一  　
　
　
　 

日
　
名

「日名本村」付近を望む
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村
むらかみ

上 大
た い が

河ちゃん
（落合町阿部）

平成23年11月16日生まれ

「いっぱい食べて元気に大

きくなってね！」
（応） 父・竜次さん 母・遥華さん

�すこやかスマイルは、 広報紙
の発行月に１歳～６歳の誕
生日を迎える市内在住のお
子さんの写真を掲載してい
ます。 ※行政チャンネルでも
放送します。
お子さんの氏名（ ふりがな）、
性別、 生年月日、 住所、
応募者の氏名と続柄、 20
字以内のコメントを明記して
ページ下部の宛先へご送付
ください。
市ホームページ 「電子申請
システム」からも応募できます。

▲

イラスト、絵手紙・絵画などの作品、短歌・俳句・川柳など（自作の未発表のもの。
　作品は写真をお送りください。）
※�住所・氏名・年齢・電話番号を明記し投稿してください。（ペンネームを希望され

る場合は、その旨お書きください。）
※�投稿多数の場合は、すべてを掲載できないことがあります。また、お便りは表記

等を一部編集させていただくこともあります。
※原則として原稿や作品は返却できません。あらかじめご了承ください。
※�締切は、掲載号の前月25日（閉庁日の場合は翌開庁日）です。
■問い合わせ・送り先　〒716-8501〔住所不要〕広報たかはし「市民のページ」係
　（☎�0210・Eメール hisyo@city.takahashi.lg.jp）　

　　　　市民のページへのお便りを募集

「 満月がデートの夜道照らしてくれ 」

鈴村 繁實さん（川上町地頭）

川
かわにし

西 結
ゆ い と

夢ちゃん
（川面町）

平成24年11月6日生まれ

「だんご三兄弟の末っ子♡

パパのこと嫌わないで!!」

（応） 父・彬巳さん 母・真弓さん

１１月に1歳～６歳の誕生日を迎えたお子さんの笑顔を掲載しています。
毎月、 誕生日を迎えるお子さんの写真を募集していますので、 ご応募ください。

お誕生日おめでとう！

東
ひがし

 叶
か の ん

穏ちゃん
（浜町）

平成24年11月21日生まれ
「何にでも、興味を持ちいつも明るく
元気な子。お友達沢山できるかな!?」

（応） 父・裕之さん

佐
さ さ き

々木 柚
ゆ な

奈ちゃん
（落合町阿部）

平成22年11月11日生まれ
「大きくなったね。嬉しい
よ。」

（応） 父・大さん 母・ヒサ子さん

矢
や ぶ き

吹 百
も も え

絵ちゃん
（横町）

平成21年11月2日生まれ

「我が家の最高権力者。わ

がまま姫、百絵様☆」
（応） 父・勇さん

葉
は び ろ

廣 虹
らら

ちゃん
（有漢町有漢）

平成21年11月1日生まれ
「家族みんなららちゃんの
笑顔が大好きだよ」

（応） 父・誠二さん 母・美奈さん

川
かわかみ

上 琴
こ と み

未ちゃん
（成羽町布寄）

平成23年11月24日生まれ
「元気な琴ちゃんが家族み
んな大好きです！」

（応） 父・俊輔さん 母・美香さん

藤
ふ じ い

井 琴
こ と ね

音ちゃん
（成羽町下原）

平成21年11月27日生まれ

「やんちゃぶりが半端な

い！弟妹と仲良くね♡」

（応） 父・崇行さん 母・直子さん

岡
おかもと

本 萌
も な

楠ちゃん
（成羽町成羽）

平成23年11月20日生まれ

「笑顔のすてきな女の子に

なってね☆」
（応） 父・弘士さん 母・佳子さん

山
やまぐち

口 律
りつ

 ちゃん
（原田南町）

平成22年11月1日生まれ
「元気にすくすく育ってく
ださい」

（応） 父・伸祐さん

川
かわかみ

上 ひなたちゃん
（落合町阿部）

平成23年11月5日生まれ「やんちゃでおてんばなひなが大すきだよ♡」
（応） 父・大輔さん 母・まゆみさん

＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋
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　市民の皆さんからいただいた
お便りなどを紹介します。

対象年齢が
　　　１歳～６歳になりました♪

３さい

１さい
２さい

２さい

４さい４さい

３さい

４さい２さい

１さい

２さい 大
お お え

江 美
み ゅ う な

優那ちゃん
（内山下）

平成24年11月14日生まれ
「いっぱい食べていっぱい
遊んで大きくな～れ♡」

（応） 母・明美さん

１さい
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　１０月に100歳（大正２
年生まれ）の誕生日を迎え
られた方を、市職員らが訪
問し記念品や花束を贈って
長寿を祝いました。
　市内で100歳以上の人は
１１月１日現在で４４人。
（男性７人、女性３７人）。

長寿おめでとうございます

山
やまもと

本 絹
き ぬ こ

子さん
（川上町地頭）

　
　

文
芸
コ
ー
ナ
ー

短
歌

朝
の
雨
打
水
ほ
ど
の
庭
ぬ
れ
し
匂
い
放は
な

ち
て
散
る
金き
ん
も
く
せ
い

木
犀
　
　
　
　
　
　
　
芝
吹 

美
代
子
さ
ん
（
落
合
町
阿
部
）

あ
ち
こ
ち
の
ふ
る
さ
と
祭
り
若
者
の
た
く
ま
し
き
笑こ

え顔
空
え
と
響
く
　
　
　
赤
木 

文
子
さ
ん
（
備
中
町
西
山
）

押
し
な
べ
て
被
害
を
受
け
し
人
の
云
う
こ
ん
な
風
雨
は
か
つ
て
知
ら
ず
と
　
宮
本 

宮
吉
さ
ん
（
川
上
町
七
地
）

神か
ん
な無

月
出
雲
街
道
賑
や
か
に
神
々
集
い
善
き
相
談
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
田 

由
き
さ
ん
（
高
倉
町
飯
部
）

三
回
忌
墓
地
へ
と
続
く
道
傍
に
父
の
植
え
た
る
百
目
た
わ
わ
に
　
　
　
　
　
PN
一
村 

遊
子
さ
ん
（
成
羽
町
成
羽
）

杉
木
立
シ
ル
エ
ッ
ト
に
十い
ざ
よ
い

六
夜
の
月
は
登
り
ぬ
虫
の
声
の
み
　
　
　
　
　
　
三
宅 

誠
子
さ
ん
（
川
上
町
仁
賀
）

住
み
着
き
て
ア
オ
ヤ
ギ
バ
ナ
は
七
十
年
岩
に
陣
取
り
川
を
監
視
す
　
　
　
　
高
田 

眞
一
さ
ん
（
成
羽
町
中
野
）

先
生
に
言
は
れ
し
事
を
思
ひ
出
し
今
朝
玄
関
に
野
菊
を
生
け
る
　
　
　
　
　
高
田 

越
代
さ
ん
（
宇
治
町
宇
治
）

そ
れ
ぞ
れ
に
辛
酸
耐
え
て
生
き
し
身
の
残
る
余
生
の
苦
労
楽
し
み
　
　
　
　
江
草 

茂
さ
ん
（
川
上
町
高
山
）

そ
れ
ぞ
れ
に
羽は
ば
た搏

く
子
等
の
故ふ
る
さ
と郷

を
守
り
て
ゆ
か
ん
命
の
限
り
　
　
　
　
　
渡
邉 

淑
子
さ
ん
（
川
上
町
高
山
）

田
畠
荒
れ
少
子
高
齢
こ
の
日
本
一
千
兆
円
借
金
ど
う
し
て
返
す
の
　
　
　
　
三
浦 

数
馬
さ
ん
（
成
羽
町
中
野
）

春
は
花
秋
は
も
み
ぢ
と
色
添
ふ
る
さ
て
も
め
で
た
き
山
桜
か
な
　
　
　
　
　
桝
上 

秀
雄
さ
ん
（
備
中
町
西
山
）

彼
岸
過
ぎ
夜
の
静
け
さ
に
歌
を
詠
む
虫
の
鳴
く
声
も
し
き
り
に
聞
こ
え
て
　
谷
本 

須
満
子
さ
ん
（
落
合
町
近
似
）

夫ふ
う
ふ
い
わ

婦
岩
人
も
見
習
あ
の
す
が
た
雨
風
に
た
え
い
つ
も
二
人
で
　
　
　
　
　
　
渡
辺 

寿
子
さ
ん
（
宇
治
町
穴
田
）

木
せ
い
の
ほ
の
か
な
香
り
た
ゞ
よ
い
て
亡は

は母
と
眺
め
し
遠
き
を
偲
ぶ
　
　
　
山
本 

義
慧
さ
ん
（
川
上
町
仁
賀
）

川
柳

誕
生
日
御
先
祖
さ
ま
に
手
を
合
わ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平 

克
美
さ
ん
（
成
羽
町
下
原
・
鶴
寿
荘
内
）

年
老
い
て
今
と
今
と
の
事
忘
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田 

節
子
さ
ん
（
落
合
町
阿
部
）

長
生
し
人
生
宝
良
い
出
合
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
岡 

麻
江
さ
ん
（
成
羽
町
下
原
・
鶴
寿
荘
内
）

認
知
症
本
人
極
楽
家
族
は
地
獄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦 

操
さ
ん
（
成
羽
町
中
野
）

東日本大震災広域避難者支援フォーラムを開催します
　東日本大震災から２年半が経過し、現在も被災者が避難先で安定した生活ができるよう求められています。
避難者の不安定になりがちな生活を支えるひとつとして、避難者自身の心とからだが健やかであること、そして避難者へのさら
なる理解促進が大きな支援となります。今回はこのような問題を「こどものいのち」を通して、避難者と地元市民の皆さんが共
に考える機会となることを目指します。また、避難者の表情を追い続けた「加藤晋平 写真展」も開催いたしますので、多くの
皆さんのご参加をお待ちしています。
【福島県帰還支援事業】東日本大震災広域避難者支援フォーラム
「いま、いのちを守ること」講師：山田　真さん（小児科医）
◆日 時　１２月１５日（日）午前１０時～正午
◆場 所　総合文化会館　レクチャールーム

加藤晋平　写真展
◆期 間　１２月１１日（水）～１２月１５日（日）
◆場 所　文化交流館　１階ロビー

■問い合わせ　子ども未来・愛ネットワーク（担当：はっとり）　☎０８０－５３７７－７８６４

宝くじ助成事業で整備しました

　㈶自治総合センターの宝
くじ助成金を活用し、田原
地区コミュニティ協議会に
音響設備と映像機器を整備
しました。ミニコンサート
や講演会、趣味の会など
のコミュニティ活動に活用
し、地域の活性化につなげ
ます。
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ま ち の

　今回で 23 回目となる恒例の「宇治ふるさと
物産まつり」（同まつり実行委員会主催）が開催
され、地元で採れたばかりのマツタケやピオー
ネ、新鮮野菜などの販売やダンス、銭太鼓など
の多彩なステージイベントがあり、家族連れら
が楽しみました。
　マツタケが当たる福引には長蛇の列ができ、
当選者が決まるたびに一喜一憂していました。

 10/13
秋の味覚と魅力がいっぱい

　「川上ふるさと物産まつり」（同まつり実行委
員会主催）が開催され、地元のコミュニティー
や各団体が、山菜おこわなど地域の手作り特産
品や新鮮な野菜と果物を販売。小雨にもかかわ
らず、ステージやテントの前には、たくさんの
人が並びました。
　渡り拍子や備中神楽の郷土芸能も披露。元気
いっぱいのダンスショーもありました。

 10/20
心ふれ合うふるさと祭り

　朝霧温泉ゆ・ら・らを会場に「環境フェア in
たかはし２０１３」（市環境衛生協議会主催）が
開かれました。
　環境保全活動などを紹介するコーナーや地球
温暖化・省エネルギーに関する展示、フリーマ
ーケットなどがあり、来場者らは展示や体験を
通じて、人と環境との関わりについて理解を深
めていました。

10 /26
未来のために今できること

　「備中ふるさとまつり」（同まつり実行委員会
主催）が開かれ、多くの来場者が訪れました。
　会場には備中牛バーガーをはじめ、地元特産
品などを販売する店が軒並び、買い物客でにぎ
わいました。
　ステージでは、西山小学校児童らによるトラ
ンペット鼓隊「ブルースカイブルー西山」の演
奏や子供神楽などがあり、盛り上がりました。

 10/13
秋晴れの休日を満喫

物を大切に、フリーマーケット

勇壮に舞う子ども神楽

元気いっぱいのダンスショー

特産品を買い求める来場者

宇治高校グラウンド

朝霧温泉ゆ・ら・ら 川上マンガ絵ぶた公園

備中やすらぎの里一帯
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▼
朝
晩
ぐ
っ
と
冷
え
込
み
、
山
々
の
紅

葉
が
美
し
く
な
り
ま
し
た
。
単
色
で
な

く
、
赤
や
黄
の
さ
ま
ざ
ま
な
色
が
混

じ
っ
て
い
る
か
ら
、
き
れ
い
な
ん
だ
と

見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
紅
葉
は
冬

へ
の
準
備
で
す
。
色
が
変
化
す
る
に
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
、
自
分
の
元
気

さ
を
誇
示
す
る
た
め
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
22
年
後
は
私
も
高
齢
者
。
体
力

を
つ
け
、
元
気
な
老
後
が
迎
え
ら
れ
た

ら
幸
せ
で
す
ね
。　
　
　
　
　
（
Ｋ
Ｈ
）

▼
「
当
た
り
前
」
と
は
、
当
然
の
当
て

字
か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
で
、
そ
う
あ
る

べ
き
こ
と
、
あ
り
ふ
れ
て
い
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
当
た
り
前
と
言
わ
れ
る

こ
と
は
無
く
し
た
時
に
初
め
て
そ
の
あ

り
が
た
み
に
気
づ
く
こ
と
が
多
く
、
日

常
で
は
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
自
分
の
健
康
や
人
と
の
つ
な
が
り

な
ど
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前

と
思
わ
ず
感
謝
し
、明
日
か
ら
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
（
Ｋ
Ｙ
）

▼
備
中
町
で
行
わ
れ
た
介
護
予
防
教
室

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
集
合
写
真
を

撮
ら
せ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
す
る
と
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中

「
じ
ゃ
あ
、
み
ん
な
で
手
を
つ
な
い
で

写
ろ
う
や
！
」
と
、
す
て
き
な
笑
顔
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
高
齢
化
が
進
む

高
梁
で
は
あ
り
ま
す
が
、
生
き
が
い
を

持
っ
た
元
気
な
高
齢
者
で
い
る
た
め
に

も
、
地
域
と
の
関
わ
り
や
人
と
の
交
流

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。　
（
Ａ
Ｏ
）

　紅葉し始めた備中松山城一帯で「たかはしお
城まつり『備中松山城秋の陣』」（高梁市観光協
会主催）が開かれ、市内外から多くの家族連れ
らでにぎわいました。
　ボランティアで結成した「高梁お・も・て・な・
し隊」が初陣を飾り、殿様や姫様、武士、町娘
などの衣装をまとい、登城してきた観光客への
声掛けや簡単な観光案内、高梁紅茶や銘菓ゆべ
しの振る舞いなど、「おもてなしの精神」で来場
者を出迎えていました。

 11/2-3
紅葉に囲まれてタイムスリップ

甲
かっ

冑
ちゅう

姿の武士や町娘姿の「高梁お・も・て・な・し隊」

アニメソングで知られる歌手・水木一郎さん

テントが立ち並ぶ中親子連れらでにぎわう

山田方谷を紹介する紙芝居

備中松山城ほか

　「風ぐるまフェスタ２０１３inうかん」（同実
行委員会主催）が開催されました。
　風ぐるまおもしろ市場では、境港のカニをは
じめ、地元小学生が育てたサツマイモを焼き芋
にして販売するなど、海産物や秋の味覚が来場
者の人気を集めていました。
　野外ステージでは、ダンスショーや仮面ライ
ダーショーのほか、アニメソングで知られる歌
手・水木一郎さんのライブショーなど、多彩な
催しが行われ、会場は盛り上がっていました。

 10/27
盛り上がったんだゼ～ット

うかん常山公園
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吉備川上ふれあい漫画美術館へ行こう
みんなで行こう、夢のコミックワールドへ。
明るい楽しい地域づくり、夢とロマン溢れる町をめざして、
漫画文化の情報の受発信および交流の拠点施設として、
吉備川上ふれあい漫画美術館は平成６年４月にオープンしました。
館内には全国から寄贈された漫画本約１２万冊を所蔵しており、
また新刊も随時入荷しています。
高梁市名誉市民でもある漫画家富永一朗氏の原画や作品集、愛蔵品の展示
や、漫画コンテスト「吉備川上漫画グランプリ」の作品展示も行っています。
大人から子どもまで、みんなが楽しめる美術館となっています。

場 　 　 所 ▼  高梁市川上町地頭１８３４番地

開 館 時 間 ▼  午前９時～午後５時

休 館 日 ▼  毎週金曜日 （祝日の場合は前日）、 年末年始

入 館 料 ▼  大人４００円、 高校 ・大学生３００円、 小 ・中学生２００円
　　　　　　　　　　※小学生未満、 ６５歳以上、 身体障害者手帳をお持ちの方は無料となります。

　　　　　　　　　　※市内小 ・中学生は学校休業日は無料で入場できます。

　来年の干支「午（ウマ）」にちなんだ漫画年賀状を募集しています。漫画的な面白い要素
があれば、絵手紙風の作品なども対象となります。ぜひ楽しい作品をお寄せください。
◆募集テーマ　「午（ウマ）」
◆募 集 期 間　12 月１日㈰～平成 26 年１月 10 日㈮まで（※当日消印有効）
◆応 募 規 定　はがき、または同サイズ（100mm× 148mm）のケント紙、画用紙、
　　 　　パソコンによるＣＧ作品も可
　　 　 　 　　※未発表の作品に限る。自作のみ。素材集の使用は不可
◆賞金及び賞品　大賞（１点）…３万円、準大賞（１点）…１万円、優秀賞（１０点）…川上地域特産品
◆応 募 先　〒 716-0201 高梁市川上町地頭 1834　吉備川上ふれあい漫画美術館「漫・賀・年賀状コンテスト」係

　■問い合わせ　吉備川上ふれあい漫画美術館　☎ ㊽３６６４

2013 大賞作品

－　ＫＩＢＩ　ＫＡＷＡＫＡＭＩ　ＣＯＭＩＣ　ＭＵＳＥＵＭ　－

「漫・賀・年賀状コンテスト２０１４」開催します！

　真庭市（旧真庭郡落合町）出身の少女漫画家フクシマハルカ先生のイラ
スト原画約５０点を展示しています。

会　期：～平成２６年１月１９日㈰まで
入場料：漫画美術館入館料のみで入場できます。

「フクシマハルカ～初恋少年少女原画展～」
開催中のイベント
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